
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������

埼経協ニュース392号

四
月
十
八
日
㈪
十
三
時
三
〇
分
か
ら

理
事
会
が
二
二
名
の
理
事
と
二
名
の
監

事
が
出
席
し
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で

開
催
さ
れ
た
。

上
條
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
議
案

の
審
議
に
入
り
、
以
下
の
議
案
に
つ
い

て
事
務
局
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
の
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
に

つ
い
て
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
議
案
は
五
月
十
二
日
㈭
の
定

時
総
会
に
付
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
新
任
副
会
長
に
石
井
進

氏
（
Ａ
Ｇ
Ｓ
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、

小
髙
富
士
夫
氏
（
む
さ
し
証
券
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）、
常
務
理
事
に
廣
澤
健

一
氏
（
本
会
事
務
局
長
）
の
三
氏
の
就

任
が
内
定
し
た
。

【
理
事
会
議
案
】

一
�
平
成
二
七
年
度
事
業
報
告

二
�
平
成
二
七
年
度
決
算
報
告

三
�
理
事
の
選
任

四
�
副
会
長
・
常
務
理
事
の
選
任

他
に
報
告
事
項
と
し
て
平
成
二
八
年

度
定
時
総
会
開
催
の
件
並
び
に
組
織
拡

大
協
力
会
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈
の
件
な

ど
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
理
事
会
終
了
後
、
理
事
、
監

事
、
常
任
幹
事
・
幹
事
な
ど
六
三
名
が

出
席
し
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、
幹
事
会
終
了
後
、
宮
本
ア
ジ

ア
研
究
所
代
表
で
元
中
華
人
民
共
和
国

特
命
全
権
大
使
の
宮
本

雄
二
氏
を
講

師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
習
近
平
の
中

国
〜
今
後
の
中
国
の
動
向
と
日
本
の
対

応
』
と
題
し
て
講
演
会
を
開
催
。
講
演

会
終
了
後
懇
親
会
も
開
催
さ
れ
た
。

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’16 月号

日本経団連 埼玉

新
任
副
会
長
に
石
井

進
氏
（
Ａ
Ｇ
Ｓ
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

小
髙
富
士
夫
氏
（
む
さ
し
証
券
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

常
務
理
事
に
廣
澤

健
一
氏
（
本
会
事
務
局
長
）

の
三
氏
の
就
任
を
内
定
。

―
平
成
二
七
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
も
承
認
〜
二
八
年
度
第
一
回
理
事
会

幹
事
会
・
講
演
会
―
懇
親
会
も
開
催

新任理事に内定した（左から）石井氏、小髙氏、廣澤氏

理事会

幹事会で開会挨拶を
する上條会長講演する宮本雄二氏

幹事会

新任理事・副会長・常務理事の選任について
■ 新任理事・副会長
氏 名 事業所名 事業所役職名 事由等

石井 進 AGS株式会社 代表取締役社長 （注1）
小髙富士夫 むさし証券株式会社 代表取締役社長 新任
（注1） 前任の斉藤 実氏辞任によるもの
■ 新任常務理事
氏 名 事業所名 事業所役職名 事由等

廣澤 健一 一般社団法人埼玉県経営者協会 事務局長 新任
■ 就任日 平成28年5月12日
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三
月
二
三
日
㈬
十
三
時
三
〇
分
か
ら

理
事
会
が
、
そ
し
て
十
四
時
三
〇
分
か

ら
幹
事
会
が
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開

催
さ
れ
た
。

理
事
会
は
、
理
事
一
八
名
と
監
事
二

名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
、
事
務
局
よ
り

三
議
案
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
審

議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
と
も
満
場

一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。

理
事
会
議
案
は
次
の
通
り
。

一
�
平
成
二
八
年
度
事
業
計
画

二
�
常
勤
理
事
の
平
成
二
八
年
度
報
酬

額
の
決
定

三
�
平
成
二
八
年
度
収
支
予
算

続
い
て
幹
事
会
が
、
理
事
十
六
名
、

監
事
二
名
、
名
誉
会
長
一
名
、
顧
問
一

名
、
常
任
幹
事
・
幹
事
十
六
名
の
三
六

名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
、
上
條
会
長
の

開
会
挨
拶
に
続
き
、
理
事
会
に
提
案
さ

れ
た
三
議
案
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説

明
が
行
わ
れ
た
。

幹
事
会
終
了
後
、
慶
應
義
塾
大
学
総

合
政
策
学
部
准
教
授
中
室
牧
子
氏
よ
り
、

「
教
育
に
科
学
的
根
拠
を
」
と
題
し
て
、

主
観
や
経
験
に
基
づ
く
日
本
の
教
育
政

策
の
問
題
点
な
ど
つ
い
て
、
教
育
経
済

学
と
い
う
新
し
い
切
り
口
か
ら
、
ご
講

演
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
講
演
会
終
了
後
懇
親
会
も
開

催
さ
れ
た
。（
講
演
の
概
要
は
以
下
の

と
お
り
）

目

次

頁

�
平
成
二
八
年
度
第
一
回
理
事
会
・
幹

事
会

一

�
平
成
二
七
年
度
第
三
回
理
事
会
・
幹

事
会

二

�
第
五
回
科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会
十

�
平
成
二
八
年
度
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教

育
ア
ワ
ー
ド

十
二

�
平
成
二
七
年
度
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー十

三

�
平
成
二
八
年
度
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー十

六

�
特
別
セ
ミ
ナ
ー

十
七

�
人
事
労
務
委
員
会

十
八

�
埼
玉
大
学
産
学
連
携
セ
ミ
ナ
ー
十
八

�
新
入
社
員
研
修

十
九

�
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い二

〇

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広

場

二
二

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ
二
三

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

二
四

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の
見
直
し

二
六

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

二
八

�
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
支
援
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

二
九

�
経
団
連
の
動
き

二
九

�
事
業
だ
よ
り
・
広
告

三
一

�
こ
ん
な
時
に
こ
ん
な
こ
と
を

三
一

�
会
員
の
動
き

三
二

平
成
二
八
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
等
、
満
場
一
致
で
承
認

〜
平
成
二
七
年
度
第
三
回
理
事
会
、

そ
の
後
幹
事
会
・
講
演
会
を
開
催

理
事
会

幹
事
会

講
演
会

懇
親
会

幹
事
会
で
開
会
挨
拶
を
す
る
上
條
会
長

懇
親
会
開
会
挨
拶
中
込
秀
明
監
事

懇
親
会
閉
会
挨
拶
栗
田
美
和
子
副
会
長
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◇
講
演
概
要

一
、
日
本
の
教
育
施
策
の
問
題
点

・
日
本
の
財
政
赤
字
が
膨
ら
む
中
、
国

の
文
教
予
算
は
こ
の
十
五
年
間
で
二
〇

％
以
上
減
少
し
て
い
る
。
限
ら
れ
た
資

源
を
有
効
に
使
う
た
め
に
は
、
効
果
が

実
証
さ
れ
た
教
育
政
策
に
対
し
、
重
点

的
に
予
算
配
分
す
る
べ
き
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
政
策
効
果
を
測
定
す
る
の

は
容
易
で
な
い
こ
と
か
ら
、
費
用
対
効

果
を
十
分
に
分
析
さ
れ
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。

・
例
え
ば
、財
務
省
が
三
五
人
学
級（
少

人
数
制
）
を
見
直
し
四
〇
人
学
級
を
復

活
す
べ
き
、
と
主
張
、
文
部
科
学
省
と

対
立
し
、
大
き
な
議
論
と
な
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
財
務
省
は
、
年
度
比
較
に

よ
っ
て
、
い
じ
め
・
暴
力
行
為
・
不
登

校
が
減
少
し
て
い
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、

少
人
数
制
の
効
果
が
な
い
と
主
張
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
間
の
社
会
情
勢
の
変
化

（
例
え
ば
震
災
に
よ
る
社
会
不
安
）
な

ど
様
々
な
影
響
を
考
慮
し
て
お
ら
ず
、

根
拠
と
は
な
り
え
な
い
。
一
方
、
文
部

科
学
省
は
教
師
の
「
多
忙
感
」
を
理
由

に
少
人
数
制
の
継
続
を
主
張
し
て
い
る

が
、
こ
ち
ら
も
政
策
効
果
の
主
張
と
し

て
は
説
得
力
が
乏
し
い
。

・
こ
の
点
、
海
外
で
は
実
験
に
よ
っ
て

き
ち
ん
と
因
果
関
係
を
分
析
し
、
政
策

効
果
の
測
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
ア
メ
リ
カ
で
は
、
少
人
数
学
級
に
学

力
上
昇
の
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
明
ら

か
に
す
る
目
的
で
実
験
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
、
二
十
人
以
下
の
少
人
数
学

級
で
効
果
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

米
国
で
は
一
学
級
あ
た
り
二
十
人
と
い

う
の
が
目
安
と
な
っ
た
。

・
こ
う
し
た
米
国
の
状
況
を
踏
ま
え
、

日
本
で
も
二
〇
人
以
下
の
少
人
数
学
級

を
導
入
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
確
か

に
二
十
人
以
下
の
少
人
数
学
級
は
学
力

を
上
昇
さ
せ
る
因
果
関
係
は
確
認
さ
れ

た
も
の
の
、
他
の
政
策
と
の
比
較
で
は
、

費
用
対
効
果
は
相
対
的
に
低
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
費
用
対
効
果

が
最
も
高
い
政
策
と
し
て
、
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
で
実
施
さ
れ
た
実
験
が
あ
る
が
、

こ
の
実
験
で
は
、
親
に
「
教
育
を
受
け

る
こ
と
の
経
済
的
な
価
値
」
を
伝
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
教
育
の
価
値
を
正
し

く
認
識
し
た
親
の
子
供
が
、
そ
う
で
な

い
親
の
子
供
よ
り
も
高
い
効
果
と
な
っ

た
。
つ
ま
り
、
教
育
に
よ
っ
て
生
涯
賃

金
に
大
き
な
差
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
、

親
に
正
し
く
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、

子
供
の
学
力
向
上
に
大
き
く
影
響
す
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

・
こ
の
よ
う
に
、
教
育
政
策
の
費
用
対

効
果
を
検
証
す
る
た
め
に
は
、
信
頼
で

き
る
デ
ー
タ
や
分
析
に
基
づ
く
デ
ー
タ

や
エ
ビ
デ
ン
ス
（
科
学
的
根
拠
）
が
不

可
欠
だ
が
、
日
本
で
は
倫
理
的
な
問
題

か
ら
、
海
外
の
よ
う
な
実
験
が
難
し
い
。

し
か
し
、
今
後
少
子
化
が
進
み
、
文
教

予
算
の
確
保
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る

中
、
よ
り
説
得
力
の
あ
る
根
拠
を
示
す

た
め
に
も
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
よ
る
戦
略

的
な
取
組
み
が
不
可
欠
と
い
え
る
。

二
、
幼
児
教
育
の
重
要
性

・
教
育
を
経
済
的
な
側
面
で
捉
え
る
と
、

将
来
に
向
け
た
「
投
資
」
と
し
て
解
釈

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
教
育

を
投
資
と
し
て
考
え
れ
ば
、
子
供
の
将

来
の
収
入
が
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
か
と

い
う
「
教
育
の
収
益
率
」
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。

・
次
に
問
題
と
な
る
の
が
投
資
の
時
期

だ
が
、
一
般
的
に
小
、
中
、
高
、
大
学

の
順
で
、
教
育
の
収
益
率
が
高
く
な
っ

て
い
く
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に

最
終
学
歴
が
重
み
を
増
す
社
会
で
は
、

こ
う
し
た
考
え
は
ご
く
自
然
と
い
え
る
。

し
か
し
、
教
育
経
済
学
で
は
、
も
っ
と

も
収
益
率
が
高
い
の
は
幼
児
教
育
と
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
実
証
実
験
に

よ
っ
て
証
明
し
た
「
ペ
リ
ー
幼
稚
園
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
実
験
対
象
の
子
供
た

ち
を
四
十
年
に
わ
た
っ
て
追
跡
調
査
し

た
点
で
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

・
こ
う
し
た
こ
と
は
、
子
供
へ
の
教
育

投
資
を
考
え
て
い
る
親
に
と
っ
て
大
き

な
発
見
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
就
業
前
教

育
へ
の
支
出
は
、
雇
用
、
生
活
保
護
の

受
給
、
逮
捕
率
な
ど
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

教
育
を
受
け
た
本
人
の
み
な
ら
ず
、
社

会
全
体
に
も
好
影
響
を
与
え
る
と
も
い

え
る
の
だ
。

三
、
教
育
の
質
と
は

・
子
供
の
学
力
に
は
遺
伝
や
家
庭
環
境

な
ど
、
子
ど
も
自
身
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
部
分
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。
し
か
し
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

の
実
証
研
究
に
よ
る
と
能
力
の
高
い
教

員
は
、
子
供
の
遺
伝
や
家
庭
環
境
の
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
帳
消
し
す
る
ほ
ど

大
き
な
影
響
力
を
持
つ
と
結
論
付
け
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
生
徒
の
テ
ス
ト
ス
コ
ア

上
昇
分
を
、
担
当
し
た
教
員
の
教
育
力

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た「
付
加
価
値
」

と
し
て
算
定
す
る
こ
と
が
一
般
化
し
て

い
る
。
こ
の
付
加
価
値
が
、
長
い
目
で

見
た
と
き
に
子
供
の
多
面
的
な
能
力
に

結
び
つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
、
長
い
論

争
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ

い
て
も
、
質
の
高
い
教
員
は
、
教
え
子

の
大
学
進
学
率
や
将
来
の
収
入
、
社
会

性
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に

な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の
よ
う
に
教
員
の

能
力
と
子
供
の
学
力
の
相
関
関
係
が
デ

ー
タ
に
よ
っ
て
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
日
本
で
は
、
デ
ー
タ
不
足
や
ア

ク
セ
ス
制
限
な
ど
か
ら
、
研
究
者
が
教

育
の
質
に
関
す
る
研
究
や
議
論
を
深
め

る
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
。

・
教
育
の
質
を
高
め
る
に
は
、
多
く
の

優
秀
な
人
に
教
員
に
な
っ
て
も
ら
う
た

め
、
参
入
障
壁
と
な
っ
て
い
る
教
員
免

許
制
度
を
無
く
す
こ
と
が
有
効
。
ア
メ

リ
カ
の
実
験
で
も
、
教
員
免
許
の
有
無

に
よ
っ
て
教
員
の
質
に
差
が
出
る
と
の

研
究
結
果
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

講
演
す
る
中
室
牧
子
氏

講
演
謝
辞

藤
池
誠
治
副
会
長
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基基
本本
方方
針針

平
成
28
年
度
の
日
本
経
済
は
、

各
種
経
済
予
測
調
査
に
よ
る
と
、

実
質
経
済
成
長
率
は
平
成
27
年
度

の
0
・
6
％
程
度
か
ら
1
％
程
度

へ
と
回
復
軌
道
に
乗
る
と
の
予
測

が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
中
国
経
済
・
新
興
国
経

済
の
不
振
、
株
安
、
原
油
安
を
背

景
と
す
る
世
界
経
済
の
減
速
、
個

人
消
費
や
輸
出
の
低
迷
等
日
本
経

済
の
下
振
れ
圧
力
の
高
ま
り
に
加

え
て
、
頼
み
の
企
業
収
益
に
も
黄

色
信
号
が
灯
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
27
年
の
国
勢
調
査

に
よ
る
と
、少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
の
波
は
大
都
市
に
も
及
び
、
生

産
や
消
費
の
担
い
手
を
膨
ら
ま
せ

た
都
市
部
が
地
方
を
補
う
日
本
経

済
の
構
図
に
も
狂
い
が
生
じ
て
い

る
。
日
本
経
済
は
、
短
期
的
に
も

そ
し
て
中
長
期
的
に
も
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
の
日

本
が
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
に

は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に

よ
り
、
生
産
性
を
劇
的
に
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
企
業
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
に
目
を
転
じ
る
と
、
Ａ
Ｉ
、

ロ
ボ
ッ
ト
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど

の
先
端
技
術
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技

術
の
急
速
な
進
展
等
を
踏
ま
え
、

先
端
産
業
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

4
・
0
に
代
表
さ
れ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
、

さ
ら
に
は
ネ
ッ
ト
と
リ
ア
ル
を
融

合
し
た
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
コ
マ
ー

ス
等
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
、

企
業
の
競
争
力
・
成
長
力
を
大
き

く
左
右
す
る
時
代
が
到
来
し
て
い

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
み
る
と
、

日
本
企
業
の
海
外
Ｍ
＆
Ａ
が
最
高

を
記
録
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業

を
展
開
す
る
企
業
ば
か
り
で
は
な

く
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
中
小
企
業
な

ど
内
需
型
企
業
が
成
長
の
シ
ー
ズ

を
海
外
に
求
め
る
事
例
も
目
立
つ

な
ど
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は

ま
す
ま
す
進
展
し
て
い
る
。

雇
用
・
労
働
面
で
は
、
労
働
力

人
口
の
急
速
な
減
少
が
見
込
ま
れ

る
中
、
多
様
な
人
材
の
確
保
と
労

働
生
産
性
向
上
の
両
立
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ

の
課
題
解
決
に
向
け
て
は
、
人
材

育
成
強
化
に
加
え
て
、
働
き
方
・

休
み
方
改
革
の
推
進
、
健
康
経
営

の
推
進
等
が
益
々
重
要
と
な
っ
て

き
て
い
る
。

以
上
の
諸
点
か
ら
、
28
年
度
も
、

各
種
事
業
の
強
化
を
は
か
り
、
埼

玉
県
と
の
連
携
を
核
に
、
会
員
企

業
と
多
方
面
の
�
外
部
の
知
�
の

集
団
を
つ
な
ぐ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
の
機
能
・
役
割
を
さ

ら
に
拡
充
し
て
い
く
と
と
も
に
、

あ
わ
せ
て
そ
の
活
動
を
さ
さ
え
る

事
務
局
体
制
の
整
備
・
充
実
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

活活
動動
理理
念念

本
会
は
、
活
力
に
溢
れ
、
魅
力

あ
る
県
経
済
社
会
の
実
現
に
向
け

て
自
ら
行
動
す
る
と
と
も
に
県

政
・
諸
機
関
・
諸
団
体
・
諸
大
学

そ
し
て
連
合
埼
玉
な
ど
と
調
和
と

連
携
を
図
り
、
県
経
済
社
会
の
健

全
な
発
展
に
寄
与
す
る
。

事事
業業
活活
動動
のの
骨骨
子子

1
�
産
学
官
連
携
の
強
化

県
経
済
の
持
続
的
発
展
に
は
、

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

強
化
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
へ

向
け
た
不
断
の
取
り
組
み
が
不
可

欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
サ
ポ
ー
ト

す
べ
く
、
会
員
企
業
同
士
の
情
報

交
換
機
会
の
充
実
と
産
業
界
と

県
・
国
の
機
関
や
埼
玉
大
学
・
も

の
つ
く
り
大
学
な
ど
教
育
界
と
の

連
携
強
化
に
取
組
む
。

2
�
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機
能
・

情
報
提
供
機
能
の
強
化
・
拡
充

企
業
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
が

ま
す
ま
す
高
度
化
し
つ
つ
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
課
題
解

決
に
資
す
る
た
め
に
、
埼
玉
県
、

国
、
各
種
研
究
機
関
等
と
の
連
携

を
強
化
し
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
委

員
会
活
動
等
の
充
実
を
通
じ
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機
能
・
各
種
情

報
提
供
機
能
を
強
化
・
拡
充
し
て

い
く
。

3
�
安
定
し
た
経
営
基
盤
の
構
築

と
効
果
的
・
効
率
的
な
業
務
運

営
の
推
進

会
員
増
強
等
を
通
じ
て
よ
り
安

定
し
た
組
織
・
経
営
基
盤
を
構
築

し
て
い
く
。

4
�
会
員
・
経
済
界
の
ニ
ー
ズ
の

集
約
と
そ
の
実
現

会
員
そ
し
て
県
内
経
済
界
が
直

面
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
の
意

見
・
ニ
ー
ズ
を
収
集
・
集
約
し
そ

の
解
決
に
努
め
る
。

5
�
産
業
教
育
へ
の
支
援
強
化

埼
玉
産
業
教
育
審
議
会
等
各
種

審
議
会
・
委
員
会
へ
の
積
極
的
な

参
画
、
教
職
員
・
高
校
生
向
け
の

研
修
へ
の
講
師
派
遣
、
さ
ら
に
は

科
学
の
甲
子
園
や
キ
ャ
リ
ア
教
育

ア
ワ
ー
ド
な
ど
、
埼
玉
県
の
産
業

教
育
へ
の
支
援
強
化
を
図
る
。

6
�
提
言
活
動
の
展
開

知
事
と
経
済
人
と
の
懇
談
会
な

ど
を
は
じ
め
多
種
多
様
な
県
・
国

の
機
関
等
の
公
設
委
員
会
議
な
ど

を
通
じ
、
提
言
や
意
見
陳
述
に
努

め
て
い
く
。

7
�
雇
用
の
維
持
・
拡
大

雇
用
の
維
持
・
拡
大
と
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
拡
充
の
た
め
、

ベ
ー
ス
と
な
る
人
事
労
務
問
題
へ

の
取
り
組
み
の
充
実
は
勿
論
、
埼

玉
県
・
埼
玉
労
働
局
・
連
合
埼
玉

と
の
連
携
の
下
、
大
学
生
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
、
高
校
生
そ
し

て
障
害
者
の
就
職
支
援
等
の
各
種

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
従
業
員
の
働
き

が
い
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み

等
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

平平
成成
2288
年年
度度
事事
業業
計計
画画
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平成28年度事業の推進にあたっては、これまで推進してきた事業を原則継続するとともに、以下のよ
うな施策を実行していく。

1．事務局体制の整備・強化
平成23年度からの常勤理事1名体制への移行、26年度、27年度の人員削減等、これまで効率的
な業務運営を推進してきたが、28年度は、将来にわたり持続可能な事務局体制を構築する観点か
ら、常務理事の新規配置並びに経理担当者の正社員登用により事務局体制の整備・強化を図る。

2．公益目的支出計画終了に伴うセミナー事業等の参加者募集方法の見直し
平成24年度総会において、公益目的財産額（※）を「一般社団法人移行認可後に継続して実施
する不特定多数の利益の増進に寄与する事業」に支出するとの公益目的支出計画が承認された。
その後、この計画に基づき25年度以降セミナー事業等を会員以外にも開放してきたが、平成27
年度に公益目的財産額の支出が完了するため、平成28年度から、行政・他団体等の共催事業など
広く参加者を募集する必要のある事業を除き、参加者は会員限定（一般社団法人移行前の募集方
式）とする。
（※）公益目的財産額：24年度末財産額 33，699，823円

3．埼玉県インターンシップ推進事業（埼玉県よりの受託事業）の拡充
従来の大学生に加え、キャリア教育支援、障害者の雇用促進の観点から、埼玉県内の高校、特
別支援学校の生徒もインターンシップの対象に加える。また、大学生インターンシップに3～6
ヶ月の課題解決型インターンシップコースを新設し、28年度は手始めに埼玉大学の大学院生、学
部学生、外国人留学生を対象に開始し、実施状況等を踏まえ、29年度以降は県内他大学の拡大を
検討していく。

4．「管理監督者のための採用から退職までの法律実務」の新訂版発行
労働法に関する日本で最も著名な弁護士のお一人である安西�氏の著書「管理監督者のための
採用から退職までの法律実務」は、昭和51年の初版発行以来、発行部数は累計で10万部を超えて
いる。各方面からの改訂版発行要望に応え、平成21年度以来7年ぶりに新訂版を発行する。

平成28年度事業のポイント
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開催日 テーマ

第1回 28・8・30（火） 実践 会社の哲学「社是・行動原則」を見直せ

第2回 28・9・12（月） 実践 社長の哲学「リーダーの流儀」を育てよ

第3回 28・9・26（月） 伝説の経営者に学ぶ行動指針

第4回 28・10・6（木） 「人が育つ会社」の創り方

第5回 28・10・19（水） 残業ゼロを目指せ「全社一丸タイム・マネジメント」

第6回 28・10・26（水） 「ご機嫌な職場」を実現せよ「社員が喜ぶ会社作り」

〈ご参考〉講師プロフィール 本田 有明（ほんだ ありあけ）氏

・1952年、兵庫県神戸市生まれ。慶應義塾大学哲学科卒業後、社団法人日本能率協会に勤務。
経営事業本部、情報開発本部などに所属し、部長職を務める。1996年に人事教育コンサルタ
ントとして独立。主に経営教育、能力開発の分野でコンサルティング、講演、執筆活動に従
事。また作家として小説・児童書分野での著作が多い。
・著書：「人材育成の鉄則」（経団連出版）、「上司失格！」（青春新書）、「上司になってはいけ
ない人たち」（PHPビジネス新書）、「部下の力を引き出す できる上司の心得帖」（ぎょう
せい）、「いつも結果が出せる人の仕事術」「できる人はシンプル思考」（ともに PHP研究所）
「あの人の人生を変えた運命の言葉100」（PHP文庫）など多数。

5．社長塾の新設
若手経営者、事業継承者、並びに次期リーダー人材の育成を目的に社長塾を新設し、著名な人
事教育コンサルタントである本田有明氏を講師として28年度は以下の6回のプログラムを開催す
る。

6．トップアスリートのための就職支援「アスナビ（※）」説明会の開催
企業がオリンピックや世界選手権など世界の桧舞台で活躍するアスリートを支援・育成するこ
とは、企業名を背負って活躍する姿がテレビや新聞等のメディア等に報道されることを通じて、
社会貢献度の高い企業としてのイメージアップにつながるものと考えられます。こうした観点か
ら、28年1月、「トップアスリート支援に関するアンケート調査」を実施しその結果、回答企業
の29％の会員からトップスリート支援に興味があるとの回答を得たことを踏まえ、オリンピック
やパラリンピック等への出場を目指すアスリートを対象とする「アスナビ」説明会を埼玉県等と
の共催で9月に開催する。
（※）アスナビ：日本オリンピック委員会が国内トップクラスのスポーツ選手に対し、雇用面で

の支援を行い競技活動を充実させるプロジェクトの通称（アスリートとナビゲ
ーションの造語）

以上
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Ⅰ

主
要
会
議
等

1
�
主
要
会
議
の
開
催

⑴
定
時
総
会

⑵
臨
時
総
会

⑶
理
事
会

⑷
幹
事
会

⑸
新
年
会
員
懇
談
会

2
�
委
員
会
・
研
究
会
・
地
区
協

議
会
等
の
開
催

⑴
企
業
戦
略
研
究
会

⑵
産
業
教
育
委
員
会

⑶
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

⑷
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

⑸
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

⑹
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員

会
⑺
働
く
女
性
応
援
講
座

⑻
人
事
労
務
委
員
会

⑼
労
働
法
実
務
講
座

⑽
地
域
社
会
問
題
委
員
会

⑾
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

⑿
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

⒀
地
区
協
議
会
（
4
地
区
）

⒁
地
区
協
議
会
幹
事
会
（
4
地

区
）

⒂
そ
の
他

3
�
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
・
説
明

会
等
の
開
催

⑴
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

⑵
社
長
塾

⑶
特
別
セ
ミ
ナ
ー

⑷
講
演
会
・
説
明
会

⑸
ア
ス
ナ
ビ
（
ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
就
職
支
援
説
明
会
）

⑹
そ
の
他

4
�
産
学
連
携
事
業
の
推
進

⑴
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

⑵
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開

講
座

⑶
埼
玉
大
学
研
究
開
発
フ
ォ
ー

ラ
ム

⑷
埼
玉
大
学
産
学
官
連
携
推
進

協
議
会

⑸
も
の
つ
く
り
大
学
地
域
連
絡

協
議
会

⑹
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

研
究
推
進
機
構
連
携
拠
点
推

進
委
員
会

⑺
国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技

術
総
合
研
究
所

5
�
日
本
経
団
連
関
係

⑴
幹
事
会

⑵
地
方
団
体
長
会

⑶
地
方
団
体
連
絡
協
議
会

⑷
経
済
政
策
・
中
堅
／
中
小
企

業
・
社
会
保
障
・
環
境
・
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
等

⑸
最
低
賃
金
対
策
専
門
委
員
会

⑹
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

6
�
県
関
連

⑴
知
事
と
の
政
策
懇
談
会

⑵
県
産
業
労
働
部
首
脳
と
の
懇

談
会

⑶
人
材
交
流
事
業
・
会
議

⑷
労
働
委
員
会

⑸
各
種
審
議
会
・
委
員
会

⑹
教
育
局
関
連

①
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
宣
言

企
業
・
埼
玉
版
キ
ャ
リ
ア

教
育
ア
ワ
ー
ド

②
新
任
校
長
研
修
等
研
修
へ

の
講
師
派
遣

③
女
子
高
生
の
働
く
意
欲
促

進
事
業

④
教
員
・
生
徒
向
け
研
修
へ

の
講
師
派
遣

⑤
埼
玉
県
地
方
産
業
教
育
審

議
会
委
員

⑥
産
業
教
育
フ
ェ
ア
運
営
委

員
ほ
か
各
種
委
員

⑦
四
者
面
談
会

⑧
科
学
の
甲
子
園
埼
玉
県
大

会

⑺
長
期
派
遣
研
修
受
入

①
埼
玉
県
教
育
委
員
会
職
員

1
名

②
知
事
部
局
職
員
1
名

⑻
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連

合
関
連

①
「
民
間
企
業
に
学
ぶ
」
研

修
で
の
講
演

②
研
修
生
受
入

⑼
そ
の
他

7
�
さ
い
た
ま
市

⑴
各
種
委
員
会

8
�
関
東
経
済
産
業
局
関
連

⑴
情
報
交
換
会

9
�
関
東
財
務
局
関
連

⑴
地
域
活
性
化
サ
ロ
ン

⑵
情
報
交
換
会

10
�
埼
玉
労
働
局
関
連

⑴
埼
玉
地
方
労
働
委
員
会

⑵
埼
玉
最
低
賃
金
審
議
会

⑶
そ
の
他

11
�
連
合
埼
玉
関
連

⑴
意
見
交
換
会

Ⅱ

埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
推
進
事
業

1
�
受
入
企
業
と
学
生
の
マ
ッ
チ

ン
グ
の
推
進

⑴
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
の
運
用

⑵
通
年
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
受
付

⑶
課
題
解
決
型
大
学
生
イ
ン
タ

ー
シ
ッ
プ
事
業
の
開
始

⑷
県
内
高
校
・
特
別
支
援
学
校

の
生
徒
受
入

Ⅲ

海
外
視
察

1
�
社
会
経
済
視
察
団
等

⑴
第
36
回
海
外
社
会
経
済
視
察

団
キ
ュ
ー
バ
・
カ
ナ
ダ
（
7

／
2
〜
10
）

Ⅳ

教
育
啓
発
活
動

1
�
教
育
訓
練
、
講
座
・
講
習

⑴
新
入
社
員
研
修
・
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修

⑵
若
手
社
員
育
成
研
修

⑶
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

⑷
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

2
�
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の

集
い

⑴
第
30
回
生
き
生
き
職
場
体
験

交
流
の
集
い

3
�
通
信
講
座

Ⅴ

一
般
対
策
活
動

1
�
文
化
・
体
育

⑴
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

Ⅵ

県
と
の
共
同
事
業

1
�
教
員
の
長
期
派
遣
受
託
事
業

3
年

2
�
県
職
員
の
研
修
受
入
1
年

3
�
知
事
部
局
・
教
育
局
等
の
研

修
へ
の
民
間
講
師
派
遣

Ⅶ

調
査
活
動

1
�
賃
金
関
係

⑴
春
季
賃
金
交
渉

⑵
夏
季
賞
与
・
一
時
金

⑶
年
末
賞
与
・
一
時
金

2
�
労
働
情
報

⑴
春
季
賃
金
交
渉
結
果

⑵
労
働
経
済
一
般
の
情
報

3
�
企
業
経
営
動
向
調
査

4
�「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が

い
の
あ
る
会
社
」
へ
の
積
極
的

な
参
画

5
�
そ
の
他

⑴
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特

別
調
査

⑵
審
議
会
等
の
資
料
作
成

Ⅷ

広
報
活
動

1
�
会
報
の
発
行

⑴
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

2
�
会
員
名
簿
の
発
行

3
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

⑴
安
西
�
著
・
当
会
編「
採
用
か

ら
退
職
ま
で
の
法
律
実
務
」

平
成
28
年
新
訂
版
発
行

⑵
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

4
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資

料
の
紹
介
、
普
及

⑴
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図

書
、
資
料

⑵
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会

報
告

⑶
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

Ⅸ

協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

1
�
労
務
相
談

2
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士

な
ど
資
格
者
の
紹
介
等

3
�
人
材
の
紹
介

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、

斡
旋
等

5
�
各
種
情
報
の
提
供

6
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事

業
へ
の
協
力

7
�
そ
の
他
必
要
な
協
力
サ
ー
ビ

ス

Ⅹ

組
織
活
動

1
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

2
�
地
区
協
議
会
の
活
性
化

3
�
組
織
運
営
並
び
に
事
業
活
動

の
活
性
化
と
会
員
参
加
の
促
進

Ⅺ

連
絡
活
動

1
�
日
本
経
団
連
と
の
連
携
強
化
、

情
報
交
換

2
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県

経
協
と
の
連
絡
提
携
、
情
報
交

換
3
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員

の
推
薦
と
連
絡
、
情
報
交
換

4
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団

体
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

5
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報

交
換

6
�
そ
の
他
必
要
な
連
絡
、
調
整

活
動

平平
成成
2288
年年
度度
事事
業業
活活
動動
計計
画画
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事業実施計画表
3月

下旬中旬

○

⑩

○

○

⑭

上旬

②

○

2月
下旬

㉓

○

中旬

○

⑱

○

○

⑭

⑯

上旬

⑧

春季
○ ○

アワード
③

（平成29年）1月
下旬

⑳
㉖

四者面
○

中旬

⑪

⑱

○

⑰

⑲

⑰
⑱

上旬

⑤

12月
下旬

㉑

中旬

○

○

⑬

⑮

上旬

○

②
⑧

11月
下旬

○

○

㉖

秋 季
○

㉑

ゴルフ
○

中旬

○

○

⑪
⑱

○

○

⑮

上旬

⑤

○

⑩

10月
下旬

㉛

㉘

㉖

㉕

㉕

㉙
科学の甲子園

フォロー
⑰

中旬

⑫

⑫

⑤
⑲

⑪

⑲

⑱

上旬

③

⑥

②

9月
下旬

㉖

アスナビ
㉑

㉙
㉚

中旬

⑭
⑰

⑫
⑮

⑯

⑳

上旬

⑤

⑫
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平成28年度主要
8月

下旬

㉖

㉔

㉚

中旬上旬

⑤

⑤

④

7月
下旬

㉕

幹事会
○
㉖
㉙

㉑

中旬

⑯

○

⑲

⑲

上旬

⑧

①

②～⑩
キューバ・
カナダ

6月
下旬

㉙

㉗

㉒

㉘

㉑

㉑

中旬

⑬

⑰

⑯

上旬

⑨

③

⑨

総会
②

5月
下旬

㉓
㉛

㉚

㉔

ゴルフ
㉗

中旬

⑫

⑰

⑯

⑰

上旬
（平成28年）4月

下旬

㉖

㉗

㉑

中旬

⑱

⑬

⑫

⑲

⑭

⑲

上旬

⑧

④

事業名

総会

理事会

新年会員懇談会

企業戦略研究会

産業教育委員会

グローバル委員会

ＣＳＲ委員会

少子高齢化対策研究会

ウーマノミクス推進委員会

働く女性応援講座

人事労務委員会

労働法実務講座

地域社会問題委員会

農業ビジネス研究会

介護ビジネス研究会

地区協議会
（中・西・南・北）

トップセミナー・社長塾

特別セミナー

その他講演会・説明会

埼玉大学公開講座
ものつくり大学特別公開講座
産業技術総合研究所視察会
埼大・もの大産学連携セミナー

幹事会

地方団体連絡協議会・
会長会議
関東経営者協会
専務理事会等

県首脳との懇談（随時）

新任校長研修等
県職員向け研修

教育委員会関連事業

教員・県職員の
長期派遣事業

社会経済視察団等

生き生き職場体験交流の
集い
新入社員研修・
フォローアップ研修
衛生管理者受験対策講座
等・通信教育

ゴルフ大会

項目

会議等の
開催

委員会、研
究会地区協
議会の開催

セミナー・
講演会等の
開催

産学
連携事業

日本経済
団体連合会
関連

県関連

海外視察

教育
啓発活動等

文化・体育活動

会

務
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～広げよう科学の輪 活かそう科学の英知～

全国初！協賛企業が支援した県大会（10／31開催）に続き、
全国大会が茨城県つくば市にて開催される！
平成28年3月18日㈮から3月21日㈪までの日程で茨城県つくば市で「第5回 科学の甲子園全国大会」（主
催：科学技術振興機構）が開催された。
「科学の甲子園全国大会」は科学好きの裾野を広げるとともに、トップ層のさらなる学力伸長を目的として、

高校生等を対象に平成23年度に創設された。
第5回全国大会には、過去最高の8，261名のエントリーがあり、各都道府県の選考を経て選抜された47校、
合計365名の高校生達が、科学に関する知識とその活用能力を駆使してさまざまな科学的課題に挑戦した。
筆記競技と4種の実技競技の得点を加算した総合成績により、愛知県代表 海陽中等教育学校が優勝、神奈

川県代表 栄光学園高等学校が第2位、岐阜県立岐阜高等学校が第3位となった。
埼玉県代表の開智高等学校は、初出場ながら、全国10位と健闘した。

協賛企業ロゴ（会場入口）

【優勝】愛知県代表 海陽中等教育学校

表彰式（上位3校）ステージ上に掲出された協賛企業ロゴ

表彰式会場

―10―



『第5回 科学の甲子園 全国大会』の開催にあたっては、埼玉県大会から全国大会までご協賛いただくという全国
初の試みに挑戦いたしました結果、以下の5社にご協賛いただきました。誠にありがとうございました。

ご協賛いただきました企業からは、協力企業として参加生徒に対する記念品の協賛をいただきました。次回（平成28
年度）の第6回科学の甲子園埼玉県大会は埼玉県総合教育センター（行田）にて10月29日㈯の開催となります。より多く
の企業のご協賛をいただき、本大会を益々盛り上げていきたいと考えております。会員企業におかれましては何卒よろ
しくお願いいたします。

第5回科学の甲子園全国大会

実技競技（生物） 実技競技（物理） 筆記競技

埼玉県では、科学好きの高校生が集う全国規模の競技会『第5回科学の甲子園全国大会』から全国初
の取り組みとして、県大会から全国大会まで支援する協賛企業を募集し、加盟企業5社に協賛をいただ
きました。

実技競技（特別） 実技競技（総合） 出場全47校による記念撮影

特別シンポジウム
特別シンポジウムは「未知の領域へ挑む！探検者

へ」と題して特別シンポジウムが行われた。パネリス
トには113番元素（仮称ウンウントリウム）を発見し
た理化学研究所の森田浩介氏、東京大学教授上村想太
郎氏、大分大学教授一二三恵美氏、東京大学教授西成
活裕氏が登壇し、答えのない難題や未知の領域を切り
開いてきた“探検者”ともいえる第一線の研究者の立
場から、日本の科学技術を担う高校生に熱いメッセー
ジを贈った。

全国の高等学校から県予選を突破した科学好きな代表生徒6～8名がチームを結成し、筆記競技と実技競技に挑んだ。

特別シンポジウム「未知の領域へ挑む！探検者へ」
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【応募先・問い合わせ先】
〒330－9301
埼玉県さいたま市浦和区高砂3－15－1
埼玉県教育局県立学校部高校教育指導課
体験活動・キャリア教育推進担当
Tel 048－830－6772

【企業の方の問い合わせ先】
一般社団法人
埼玉県経営者協会
埼玉県キャリア教育
実践アワード担当
Tel 048－647－4100

【応募先・問い合わせ先】
〒330－9301
埼玉県さいたま市浦和区高砂3－15－1
埼玉県教育局県立学校部高校教育指導課
体験活動・キャリア教育推進担当
Tel 048－830－6772
Fax 048－830－4959
E-mail a6760‐16＠pref.saitama.lg.jp

【企業の方の問い合わせ先】
一般社団法人
埼玉県経営者協会
埼玉県キャリア教育
実践アワード担当
Tel 048－647－4100
Fax 048－641－0924

………埼玉県キャリア教育実践表彰の募集概要………
今日、若者一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤と
なる能力や態度を育てるキャリア教育の充実が強く求められていま
す。一方、産業界においてもキャリア教育に対する支援を含めCSR
（企業の社会的責任）活動の推進に対する社会的な要請が益々高ま
ってきております。
そこで、昨年度に引き続き埼玉県教育委員会と（一社）埼玉県経営

者協会は、連携を図りながら、県立高校及び特別支援学校における
キャリア教育の優れた実践事例に対して、企業と学校を表彰する「キ
ャリア教育実践表彰」を行います。

⑴ 募集期間
平成28年5月6日㈮～平成28年11月4日㈮

⑵ 募集対象
キャリア教育に連携して取り組んだ県立高校及び県立特別支
援学校と企業

⑶ 審査基準
県立高校及び県立特別支援学校と企業の連携によるキャリア
教育の取組を、教育効果、企画性、継続性などの基準により評
価します。審査基準の詳細については、「埼玉県キャリア教育
実践アワード募集要項」（県教育委員会HP掲載）を御覧くだ
さい。

⑷ 応募書類
○埼玉県キャリア教育実践表彰 エントリーシート（別紙2）

県教育委員会のホームページ上に掲載している「平成28年度
埼玉県キャリア教育実践アワード募集要項」からエントリーシ
ートをダウンロードして、必要事項を記載してください。
http : //www.pref.saitama.lg.jp/f2208/award/

○応募にあたっては、県立高校・特別支援学校と企業の合意に基
づき連名で提出してください。なお、シートの記載については、
いずれか一方で可としますが、その場合は必ず相手方の承諾を
得てください。

⑸ 応募方法
・応募書類を下記応募先まで持参又は郵送してください。FAX
や電子メールは不可とします。
※提出いただく際には、必ずお電話で御一報ください。
⑹ 表彰式 平成29年2月3日㈮ パレスホテル大宮にて

……… キャリア教育支援宣言企業の募集概要 ………
今日、若者一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤と
なる能力や態度を育てるキャリア教育の充実が強く求められていま
す。一方、産業界においてもキャリア教育に対する支援を含めCSR
（企業の社会的責任）活動の推進に関する社会的な要請が益々高ま
っています。
そこで、昨年度に引き続き埼玉県教育委員会と（一社）埼玉県経営
者協会は、連携を図りながら、県立高校及び特別支援学校の生徒を
対象としたキャリア教育に取り組む意思のある企業の募集及び登録
を行います。さらに、この登録情報を全ての県立高校及び特別支援
学校に提供することにより、企業からの支援を希望する学校と企業
とのマッチングを行います。

⑴ 募集期間
平成28年5月6日㈮～平成29年3月24日㈮

⑵ 募集対象
・県立高校及び県立特別支援学校の生徒を対象としたキャリア教
育に、取り組む意思のある企業
・県立高校及び県立特別支援学校の生徒を対象としたキャリア教
育に、既に取り組んでいる企業

⑶ 応募書類
○埼玉県キャリア教育支援宣言企業 応募シート（別紙1）

県教育委員会のホームページ上に掲載している「平成28年度
埼玉県キャリア教育実践アワード募集要項」から応募シートを
ダウンロードして、必要事項を記載してください。
http : //www.pref.saitama.lg.jp/f2208/award/

○応募いただいた情報については、全ての県立高校及び特別支援
学校に提供することにより、各学校と企業の連携及びマッチン
グを進めます。

⑷ 応募方法
下記応募先まで電子メール又はファクスにてご送付ください。
※送付いただく際には、必ずお電話で御一報ください。

県教育局県立学校部高校教育指導課
体験活動・キャリア教育推進担当

（048－830－6772）

埼埼玉玉県県キキャャリリアア教教育育実実践践アアワワーードド
キャリア教育

支援宣言企業の募集
キャリア教育

実践表彰エントリーの募集

※詳細は埼玉県ホームページ（http : //www.pref.saitama.lg.jp/f2208/award/）に掲載されている募集要項をご覧ください。

最優秀賞を受賞された皆様 川越工業高等学校清水校長（前列左から三人目）、
東友テクニカ株式会社楢木野代表取締役社長（前列右から二人目）、ドリームト
キ池田社長。その他、昨年度は優秀賞一組、奨励賞二組の実践が受賞しました。

表彰式会場（パレスホテル大宮） 埼玉県教育委員会 関根郁夫教育長と
記念撮影する最優秀賞を受賞した川越
工業高等学校の生徒
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平
成
二
七
年
度
第
二
十
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
Ａ
Ｉ
の
衝
撃

人
工
知
能
は
人
類
の
敵
か
〜

脳
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
融
合
が
私
た
ち
の

常
識
を
覆
す
』
と
題
し
て
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
総
研
リ

サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
小
林
雅
一
氏
が
講
演

平
成
二
七
年
度
第
十
九
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
は
、
三
月
三
日
㈭
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
従

業
員
の
定
着
率
も
低
く
、
事
故
や
ク
レ

ー
ム
も
多
か
っ
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
テ
ク
ノ

ハ
ー
ト
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
を
、
日
本
国
内

の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
の
取
材
が
殺
到

す
る
�
奇
跡
の
職
場
�
へ
と
変
革
さ
せ

た
、
元
・
株
式
会
社
Ｊ
Ｒ
東
日
本
テ
ク

ノ
ハ
ー
ト
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
お
も
て
な
し

創
造
部
長
で
、
現
在
は
合
同
会
社
お
も

て
な
し
創
造
カ
ン
パ
ニ
ー
代
表
を
務
め

る
矢
部
輝
夫
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

『
奇
跡
の
職
場
〜
新
幹
線
清
掃
チ
ー
ム

の
�
働
く
誇
り
�』
と
題
し
て
、
開
催

し
ま
し
た
。

日
経
ビ
ジ
ネ
ス
の
「
輝
く
現
場
は
こ

う
作
る

最
強
チ
ー
ム
」
と
い
う
特
集

記
事
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
早
稲

田
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教
授
遠
藤

功
氏
の
著
書
「
新
幹
線
お
掃
除
の
天
使

た
ち
」、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
テ
レ
ビ
朝
日
・
Ｃ

Ｎ
Ｎ
な
ど
の
国
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
の
報

道
、
さ
ら
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
題
材
と

し
て
取
り
上
げ
た
こ
と
な
ど
で
大
変
な

注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｉ

の
『
奇
跡
の
職
場
』。
講
演
で
は
、
仕

事
に
な
ん
の
希
望
も
持
っ
て
い
な
か
っ

た
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
を
劇
的
に
変
化
さ

せ
た
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
は
、
七
七
名
の
方
々
が

参
加
し
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

・
リ
ー
ダ
ー
は
ま
ず
、
社
員
の
心
を
掴

ま
な
く
て
な
ら
な
い
。
い
く
ら
役
職

や
地
位
に
基
づ
い
て
発
言
し
て
も
、

な
か
な
か
賛
同
は
得
ら
れ
な
い
。
自

分
の
真
剣
さ
や
熱
意
を
、
で
き
る
だ

け
全
員
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
心

が
け
る
の
が
重
要
。

・
改
善
・
改
革
が
進
ま
な
い
理
由
は
、

①
改
革
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
な

い
②
改
革
し
た
い
が
面
倒
く
さ
い
③

改
革
の
リ
ス
ク
が
怖
い
④
「
あ
い
つ

が
言
う
か
ら
や
り
た
く
な
い
」
の
四

つ
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
④
の
理
由
が

最
も
難
し
い
。

「
テ
ッ
セ
イ
を
変
え
て
世
の
中
の
人

に
認
め
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
た
め

に
、私
は
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
」、

こ
う
し
た
姿
勢
を
見
せ
続
け
、
次
第

に
、
社
員
か
ら
「
あ
の
人
が
言
う
な

ら
や
っ
て
み
よ
う
」
と
言
っ
て
く
れ

る
人
が
増
え
て
い
っ
た
。

・
社
員
教
育
で
一
番
大
事
に
し
て
い
る

こ
と
は
、
課
題
に
向
か
っ
て
自
ら
が

考
え
、
実
践
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
育
成

す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
一
例
に
エ
ン

ジ
ェ
ル
リ
ポ
ー
ト
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
エ
ン
ジ
ェ
ル
レ
ポ
ー
タ
ー
が
、
現

場
ス
タ
ッ
フ
の
働
き
ぶ
り
を
見
て
、

印
象
的
だ
っ
た
点
や
驚
い
た
点
に
つ

い
て
報
告
さ
せ
、
よ
く
褒
め
た
人
や

褒
め
ら
れ
た
人
を
表
彰
す
る
取
組
み
。

当
初
は
報
告
件
数
が
少
な
か
っ
た
が
、

「
も
っ
と
あ
る
は
ず
」
と
し
つ
こ
く

催
促
し
た
結
果
、
報
告
件
数
は
増
え

続
け
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
働
く

一
人
一
人
の
小
さ
な
努
力
、
工
夫
が

埋
没
す
る
こ
と
な
く
全
社
で
共
有
さ

れ
、
社
員
同
士
が
認
め
合
う
文
化
が

醸
成
さ
れ
た
。

人
間
の
領
域
が
ど
ん
ど
ん
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
に
侵
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
の
最
大
の
特
徴
は
、

人
間
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
強
み
を
足
し

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ

に
は
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
両
面
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
プ
ラ
ス
面
は
、
こ

れ
ま
で
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
な

知
識
製
品
の
登
場
で
す
。
こ
れ
ら
は
私

た
ち
の
暮
ら
し
や
社
会
の
利
便
性
を
飛

躍
的
に
高
め
る
と
同
時
に
、
既
存
の
Ｉ

Ｔ
や
自
動
車
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
は
じ
め
産

業
各
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
に
計
り

知
れ
な
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
で

し
ょ
う
。

一
方
、
マ
イ
ナ
ス
面
は
、
予
測
不
能

な
Ａ
Ｉ
の
進
化
で
す
。「
自
ら
学
ん
で

進
化
す
る
Ａ
Ｉ
」
は
、
そ
れ
を
つ
く
り

出
し
た
人
類
が
意
図
し
た
も
の
と
は
全

く
違
う
方
向
へ
と
発
達
し
て
し
ま
う
危

険
性
も
秘
め
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
Ｓ

Ｆ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、
こ
の
危
険
性
が

い
ま
現
実
味
を
帯
び
て
語
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
著
名
な
理

論
物
理
学
者
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ホ
ー

キ
ン
グ
氏
や
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ビ

平
成
二
七
年
度
第
十
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
奇
跡
の
職
場
〜
新
幹
線
清
掃
チ
ー
ム
の
�
働

く
誇
り
�』
と
題
し
て
、
元
・
株
式
会
社
Ｊ
Ｒ

東
日
本
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
お
も
て

な
し
創
造
部
長
、
現
合
同
会
社
お
も
て
な
し
創

造
カ
ン
パ
ニ
ー
代
表

矢
部
輝
夫
氏
が
講
演

第
19
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

講
演
す
る
矢
部
輝
夫
氏
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第
二
十
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「『
企
業
倫
理
〜
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
超
え

て
』
と
題
し
て
、
慶
応
義
塾
大
学
商
学
部

准

教
授

梅
津

光
弘

氏
が
講
演

ル
・
ゲ
イ
ツ
氏
ら
、
先
見
の
明
の
あ
る

有
識
者
が
次
々
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二

十
七
年
度
第
二
十
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

は
、
三
月
九
日
㈬
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
Ａ
Ｉ
の
最

新
動
向
に
詳
し
い
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
総
研
リ
サ

ー
チ
フ
ェ
ロ
ー

小
林

雅
一

氏
を

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
Ａ
Ｉ
の
衝
撃

人
工
知
能
は
人
類
の
敵
か
〜
脳
科
学
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
融
合
が
私
た
ち
の
常

識
を
覆
す
』
と
題
し
て
開
催
、
四
九
名

の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

・
現
在
に
至
る
ま
で
Ａ
Ｉ
の
主
流
は
、

統
計
・
確
率
的
な
デ
ー
タ
解
析
手
法

を
用
い
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
方
法

で
は
、
正
規
分
布
で
は
表
す
こ
と
が

で
き
な
い
問
題
に
直
面
し
、
危
険
性

を
克
服
で
き
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、

自
動
運
転
中
に
、
前
の
車
が
急
に
バ

ッ
ク
し
て
く
る
な
ど
、
通
常
で
は
考

え
ら
れ
な
い
予
測
不
能
な
（
し
か
し

実
際
は
起
こ
り
う
る
）
事
象
に
は
対

応
で
き
な
か
っ
た
。

・
そ
こ
で
、
脳
を
模
倣
し
た
計
算
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
の
一
つ
、
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
注
目
さ
れ
始
め
た
。

以
前
か
ら
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
た

が
、
最
近
に
な
っ
て
計
算
機
の
技
術

革
新
な
ど
に
伴
い
、
予
測
精
度
が
飛

躍
的
に
向
上
し
た
。
三
種
類
の
構
造

（
入
力
層
、
隠
れ
層
、
出
力
層
）
の

う
ち
、
隠
れ
層
が
何
層
も
重
な
っ
て

お
り
、
そ
の
中
で
単
純
な
変
換
を
何

度
も
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
予

測
精
度
が
向
上
す
る
（
デ
ィ
ー
プ
ラ

ー
ニ
ン
グ
）。
従
来
の
機
械
学
習
で

も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
画
像
を
見
分
け

さ
せ
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
例
え
ば

人
間
の
顔
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
自
動

選
別
さ
せ
る
に
は
、
人
間
の
顔
が
ど

う
い
う
も
の
か
を
事
前
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
学
習
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

（
特
徴
量
を
付
与
）。

し
か
し
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

で
は
、
人
間
に
よ
る
学
習
を
経
ず
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
力
で
特
徴
量
を

獲
得
し
識
別
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
人
間
の
よ
う
に
外
部

を
認
識
し
、
起
用
に
動
く
こ
と
の
で

き
る
ロ
ボ
ッ
ト
が
実
現
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。

・
将
来
的
な
実
用
性
と
し
て
は
、
監
視

カ
メ
ラ
に
よ
る
不
審
者
の
発
見
、
自

動
運
転
へ
の
応
用
、
言
語
や
知
識
獲

得
に
よ
る
会
話
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
軍
事
面
で
も
Ａ
Ｉ

を
搭
載
し
た
自
律
的
兵
器
の
配
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、

禁
止
条
約
成
立
に
向
け
た
動
き
も
出

て
き
て
い
る
。

「
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
発
展
を
期
待

さ
れ
る
企
業
と
な
る
た
め
に
」、「
社
会

か
ら
信
頼
・
共
感
さ
れ
る
企
業
を
目
指

し
て
…
」。
多
く
の
企
業
が
企
業
理
念

や
ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
社
会
に

広
く
発
信
し
て
い
る
言
葉
で
す
。
こ
れ

ら
の
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
内
部

統
制
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
リ
ス
ク
管
理

体
制
、
適
正
な
情
報
開
示
な
ど
様
々
な

取
り
組
み
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
も
世
界
で
首
位

を
争
う
ド
イ
ツ
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や

日
本
を
代
表
す
る
総
合
電
気
メ
ー
カ
ー

を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
企
業
で
こ

う
し
た
企
業
理
念
や
ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
反
す
る
不
祥
事
が
発
生
し
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二

七
年
度
第
二
十
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

は
、
三
月
二
八
日
㈪
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
日
本
経

講
演
す
る
小
林
雅
一
氏

第
20
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

会場からは質問も出された
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営
倫
理
学
会
会
長
で
、
慶
応
義
塾
大
学

商
学
部

准
教
授

梅
津

光
弘

氏

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
企
業
倫

理
〜
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
超
え
て
」

と
題
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

梅
津
先
生
か
ら
は
、
企
業
倫
理
と
は

何
か
、
今
日
本
企
業
で
は
何
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
か
、
軽
妙
な
語
り
口
で

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ

ー
ル
で
実
施
し
、
三
四
名
の
方
々
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

・
ひ
と
く
ち
に
倫
理
と
い
っ
て
も
、
何

か
明
確
な
基
準
が
あ
る
わ
け
で
は
な

く
、
こ
れ
を
守
れ
ば
大
丈
夫
と
い
う

も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え

ば
、
あ
る
Ｉ
Ｔ
企
業
の
御
曹
司
が
タ

イ
で
、
現
地
の
外
国
人
女
性
二
十
人

に
代
理
母
に
な
っ
て
も
ら
い
、
子
供

を
産
ん
で
も
ら
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
。

現
地
の
法
令
に
は
抵
触
せ
ず
、
相
手

女
性
に
は
相
当
の
補
償
を
行
い
、
生

ま
れ
た
子
供
に
も
安
心
し
た
住
環
境

が
与
え
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
倫
理
的

な
問
題
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
判
断

す
る
の
だ
ろ
う
か
。

・
ま
た
、
例
え
ば
柔
道
連
盟
体
罰
問
題

を
見
て
み
る
と
、
か
つ
て
は
厳
し
い

体
育
会
系
運
動
部
や
、
特
に
柔
道
の

よ
う
な
格
闘
技
な
ど
の
世
界
で
は
、

指
導
の
中
で
多
か
れ
少
な
か
れ
「
愛

の
鞭
」
は
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
。
こ
う
し
た
問
題
が
表
面
化
す

る
背
景
に
は
、
社
会
で
共
有
す
る
倫

理
へ
の
意
識
が
、
以
前
と
は
比
べ
物

に
な
ら
な
い
く
ら
い
に
厳
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

・
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
企
業
倫
理

の
構
築
は
時
代
や
社
会
の
要
請
と
な

っ
て
い
る
。
企
業

経
営
者
は
社
会
の

価
値
観
の
変
化
を

敏
感
に
感
じ
取
り
、

迅
速
な
価
値
転
換

を
図
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
、
生
き
残

っ
て
い
け
な
い
時

代
と
な
っ
て
き
て

い
る
。

・
日
本
企
業
の
取
り

組
み
と
し
て
、
内

部
通
報
窓
口
の
設

置
や
、
倫
理
研
修

の
実
施
な
ど
、
企

業
倫
理
体
制
は
整

っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
運
用
の

た
め
の
予
算
、
人

員
確
保
な
ど
制
度

定
着
は
ま
だ
ま
だ

不
十
分
な
の
で
は

な
い
か
。
不
祥
事

は
発
生
し
て
か
ら

で
は
手
遅
れ
で
あ

る
。
不
祥
事
発
覚

の
リ
ス
ク
管
理
の

重
要
性
を
認
識
し
、

制
度
の
実
効
性
を

よ
り
高
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

講
演
す
る
梅
津
光
弘
氏

第
21
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

講師から参加者への質問も行われた
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平
成
二
八
年
度
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
拓
く
次
世
代
ビ

ジ
ネ
ス
〜
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
定
義
す
る
』

と
題
し
て
、
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
教
授
の

森
川

博
之

氏
が
講
演

デ
ジ
タ
ル
の
波
は
短
期
間
で
多
く
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
き
ま

し
た
。
時
に
そ
れ
は
、
産
業
構
造
を
も

変
革
し
て
し
ま
う
破
壊
的
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
安
泰
だ
っ

た
企
業
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
、
そ
の
第
二
の
波
が
押
し
寄

せ
て
い
ま
す
。皆
様
よ
く
ご
存
知
の「
モ

ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
（Internet

of
Things

）
で

す
。あ

ら
ゆ
る
モ
ノ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
つ
な
が
れ
ば
、
そ
の
デ
ー
タ
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
入
手
し
て
分
析
す
る
こ
と

も
、
顧
客
に
納
品
し
た
製
品
の
フ
ァ
ー

ム
ウ
ェ
ア
を
随
時
更
新
し
て
新
し
い
機

能
を
追
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ

う
し
た
「
変
化
」
を
活
か
し
て
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
を
創
り
出
せ
れ
ば
、
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
競
争
力
を
大
幅
に
強
化
し

た
り
、
新
た
な
収
益
源
を
開
拓
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
は
こ
れ
ま
で
と
は
次
元
の
違
っ
た
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
可
能
性
を

秘
め
て
お
り
、
企
業
に
と
っ
て
は
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

こ
う
し
た
観
点
を
踏
ま
え
、
平
成
二

八
年
度
第
一
回
の
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は

四
月
八
日
㈮
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市

民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

に
関
連
す
る
基
盤
技
術
開
発
並
び
に
応

用
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
、
東
京
大

学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

の

森
川

博
之

氏
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、「
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

で
拓
く
次
世
代
ビ
ジ
ネ
ス
〜
Ｉ
ｏ
Ｔ
は

ビ
ジ
ネ
ス
を
再
定
義
す
る
」
と
題
し
て

開
催
、
三
五
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

森
川
教
授
か
ら
は
、
製
造
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
か
ら
金
融
や
ス
ポ
ー
ツ
ま
で
、
あ

ら
ゆ
る
産
業
に
ま
た
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用

の
最
新
動
向
を
、
デ
ー
タ
の
価
値
、
シ

ス
テ
ム
の
組
み
合
わ
せ
、
ビ
ジ
ネ
ス
領

域
の
再
定
義
と
い
っ
た
視
点
か
ら
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
の
概
要

は
以
下
の
と
お
り
。

□
講
演
の
概
要

・
航
空
機
や
鉄
道
の
座
席
と
い
う
物
理

的
資
産
は
、
座
席
予
約
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
物

理
的
資
産
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に

進
展
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、

自
動
車
、
客
室
、
会
議
室
、
倉
庫
、

工
場
な
ど
も
次
々
と
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
て
い
る
。

・
す
べ
て
の
産
業
に
影
響
を
与
え
る
技

術
は
�
汎
用
技
術
�
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
Ｉ
Ｔ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
今
、
汎
用
技

術
化
し
つ
つ
あ
る
。
徐
々
に
い
ろ
い

ろ
な
産
業
セ
グ
メ
ン
ト
に
入
り
込
ん

で
い
く
。
こ
の
ス
ピ
ー
ド
は
実
は
加

速
度
的
と
い
う
ふ
う
に
理
解
さ
れ
て

い
る
向
き
も
あ
る
が
、
過
去
の
蒸
気

機
関
の
よ
う
に
一
〇
年
、
二
〇
年
、

そ
し
て
三
〇
年
と
い
う
長
い
年
月
を

か
け
て
各
産
業
セ
グ
メ
ン
ト
に
浸
透

し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

・
そ
う
し
た
産
業
セ
グ
メ
ン
ト
へ
の
浸

透
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
の
は
関

る
技
術
者
な
ど
が
、�
海
兵
隊
�
指

向
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
海
兵

隊
は
陸
海
空
の
機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト

に
集
ま
っ
た
組
織
で
、
海
兵
隊
が
は

じ
め
に
敵
陣
に
突
入
し
て
い
く
。
こ

れ
と
同
じ
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
る

技
術
者
等
が
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
セ
グ

メ
ン
ト
に
突
入
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
し
て
失
敗
を
重
ね
る
が
、
そ

の
取
り
組
み
を
評
価
し
て
あ
げ
る
よ

う
な
仕
組
み
が
必
要
と
な
る
。

・
一
橋
大
学
大
学
院
国
際
企
業
戦
略
研

究
科
の
楠
木
建
教
授
の
「
ス
ト
ー
リ

ー
と
し
て
の
競
争
戦
略
」
が
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど

売
れ
て
い
る
の
か
。
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
の
豊
富
さ
、
文
章
の
切
れ
味
の
よ

さ
等
も
あ
る
が
、
今
の
日
本
の
よ
う

な
成
熟
社
会
に
お
い
て
こ
そ
面
白
い

ス
ト
ー
リ
ー
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
す
る
。

・
経
済
や
売
上
が
右
肩
上
が
り
の
国
や

企
業
で
は
、
明
確
な
戦
略
ス
ト
ー
リ

ー
が
な
く
て
も
、
国
民
や
社
員
の
士

気
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。「
今
よ

り
豊
に
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
原

動
力
と
な
る
た
め
で
あ
る
。
国
や
企

業
の
本
当
の
戦
略
力
は
、
成
熟
、
衰

退
局
面
の
と
き
に
こ
そ
試
さ
れ
る
。

・
研
究
も
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
ま
で
は
、
性
能
を
よ
く
す
る
こ
と

が
、
新
た
な
ユ
ー
ザ
ー
体
験
の
創
出

に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
性
能
以

外
の
軸
で
も
新
た
な
ユ
ー
ザ
ー
体
験

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
局
面
に
お
い
て
こ
そ
「
面

白
い
ス
ト
ー
リ
ー
」
が
必
要
と
な
る
。

・
確
実
な
こ
と
は
技
術
に
よ
り
社
会
を

変
え
た
い
と
い
う
強
い
「
想
い
」
が

必
要
と
な
る
。
未
来
を
創
る
に
あ
た

っ
て
、
こ
う
し
た
い
、
こ
う
な
っ
て

ほ
し
い
、
こ
れ
が
必
ず
必
要
と
な
る

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
世
の
中
を
一
変
さ
せ
る
こ

と
の
で
き
る
分
野
で
あ
る
。
未
来
を

予
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
未
来

を
創
る
こ
と
は
で
き
る
。
変
わ
り
つ

つ
あ
る
時
代
の
中
で
、
一
〇
年
、
二

〇
年
、
そ
し
て
五
〇
年
後
を
夢
想
す

る
マ
イ
ン
ド
を
も
っ
て
、
技
術
者
、

研
究
者
は
産
業
、
経
済
、
社
会
が
変

わ
る
プ
ロ
セ
ス
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

講
演
す
る
森
川
博
之
氏

平
成
28
年
度
第
1
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
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平
成
二
八
年
度
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
主
体
的
に
動
く
組
織
を
創
る
』
を
テ
ー
マ
の

「
講
演
会
」、「
即
興
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
コ
ー
チ

ン
グ
体
感
セ
ッ
シ
ョ
ン
」、「
交
流
会
」
を
開
催

平
成
二
七
年
度
第
八
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「
平
成
二
八
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
」
と
「
不

祥
事
発
生
防
止
に
向
け
た
内
部
監
査
上
の
留
意

事
項
〜
最
近
の
不
祥
事
発
生
事
例
を
踏
ま
え

て
」
の
二
つ
の
テ
ー
マ
で
開
催

平
成
二
八
年
度
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
四
月
十
三
日
㈬
、
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

「
主
体
的
に
動
く
組
織
を
創
る
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
、
四
〇
名
が
参
加
い
た
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
自
ら
変
革
を
生
み
だ
し
、

変
革
を
推
進
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
創
出
す

る
こ
と
を
通
し
て
、
組
織
の
価
値
創
造

に
向
け
た
活
動
を
支
援
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
・
コ
ー
チ
ン
グ
・
フ
ァ
ー
ム
で
あ
る
、

株
式
会
社
コ
ー
チ
・
エ
ィ
取
締
役
社
長

鈴
木

義
幸

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
「
主
体
的
に
動
く
組
織
を
創
る
〜

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
コ
ー
チ
ン
グ
の
実

際
」
と
題
す
る
講
演
会
、
そ
し
て
鈴
木

氏
と
鹿
沼
グ
ル
ー
プ
代
表
取
締
役
福
島

範
治
氏
に
よ
る
対
談
、
即
興
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
・
コ
ー
チ
ン
グ
な
ど
、
大
変
魅

力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。

な
お
、
そ
の
後
交
流
会
も
通
じ
、
参

加
者
は「
主
体
的
に
動
く
組
織
を
創
る
」

と
い
う
経
営
者
の
永
遠
の
テ
ー
マ
を
実

現
す
る
た
め
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
コ

ー
チ
ン
グ
の
必
要
性
・
重
要
性
を
十
分

に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

平
成
二
七
年
度
第
八
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー
は
、
三
月
十
四
日
㈪
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
で
「
平
成
二
八
年

度
税
制
改
正
に
つ
い
て
」、「
不
祥
事
発

生
防
止
に
向
け
た
内
部
監
査
上
の
留
意

事
項
〜
最
近
の
不
祥
事
発
生
事
例
を
踏

ま
え
て
」
と
い
う
二
つ
の
テ
ー
マ
で
開

催
さ
れ
、
三
五
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

講
演
一
は
、「
平
成
二
八
年
度
税
制

改
正
に
つ
い
て
」、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
税
理
士

法
人

パ
ー
ト
ナ
ー

税
理
士

遠
藤

達
也

氏
よ
り
講
演
が
行
わ
れ
、
法
人

課
税
で
は
、「
法
人
実
効
税
率
の
引
下

げ
」、「
外
形
標
準
課
税
」、「
欠
損
金
の

繰
越
控
除
」、「
減
価
償
却
方
法
」、「
中

小
企
業
の
固
定
資
産
税
の
軽
減
」、
ま

た
消
費
税
関
係
で
は
、
軽
減
税
率
の
導

入
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

次
に
講
演
二
「
不
祥
事
発
生
防
止
に

向
け
た
内
部
監
査
上
の
留
意
事
項
〜
最

近
の
不
祥
事
発
生
事
例
を
踏
ま
え
て
」

で
は
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

株
式
会
社
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
林

拓
矢
氏

よ
り
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
は
、
林
氏
は
、
不
正
と

不
祥
事
の
概
念
に
つ
い
て
、「
不
正
」

は
他
人
を
欺
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
意

図
的
な
行
為
ま
た
は
不
作
為
で
、
例
え

講
演
す
る
鈴
木
義
幸
氏

第
2
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

質
問
す
る
藤
池
誠
治
本
会
副
会
長

即
興
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
コ
ー
チ
ン
グ

左：

鈴
木
義
幸
氏
、
右：

福
島
範
治
氏

質
問
す
る
栗
田
美
和
子
本
会
副
会
長

交
流
会
で
挨
拶
す
る
本
会
上
條
正
仁
会
長

交
流
会

第
8
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
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第
五
回
人
事
労
務
委
員
会

『
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
者
・
企
業
担
当
者

の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

直
前
実
務
・
実
践
説

明
会
』
と
題
し
て
、
㈱
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
務
取

締
役

山
根
裕
基
氏
が
講
演

平
成
二
七
年
度
埼
玉
大
学
産
学
連
携
セ
ミ
ナ
ー

「
埼
玉
大
学
の
産
学
連
携
機
能
を
活
用
し
、企
業

の
製
品
開
発
・
研
究
開
発
を
推
進
し
よ
う
！
」

と
題
し
開
催

ば
資
産
の
不
正
流
用
や
汚
職
、
不
正
な

報
告
な
ど
が
あ
る
と
説
明
。

ま
た
「
不
祥
事
」
は
事
故
や
過
失
、

不
正
を
含
む
よ
り
広
い
概
念
で
あ
る
と

定
義
し
、
例
と
し
て
は
情
報
漏
洩
や
製

品
事
故
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
が
あ
る

と
し
、
企
業
は
不
正
だ
け
で
な
く
不
祥

事
に
も
適
切
に
対
応
す
る
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
不
正
・
不
祥
事
の
具
体
的

な
防
止
策
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
過
去
に
発
生
し
た
事
例
を
扱
い
な

が
ら
、
原
因
分
析
や
そ
の
教
訓
に
つ
い

て
も
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
七
年
度
第
五
回
人
事
労
務
委

員
会
は
、
三
月
三
〇
日
㈬
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
株

式
会
社
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
務
取
締
役
山

根
裕
基
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
者
・
企
業

担
当
者
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

直
前

実
務
・
実
践
説
明
会
」
と
し
て
開
催
し

六
四
名
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。
当

日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

一
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
導
入

・
企
業
担
当
者
・
産
業
医
・
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
実
施
者
の
役
割

・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
規
程
の
作
成

・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
計
画
の
作

成
二
、
企
業
担
当
者
の
職
務

・
衛
生
委
員
会
等
に
お
け
る
実
務

・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
体
制
の
構

築
・
健
康
診
断
と
同
時
実
施
す
る
方
法
等

・
産
業
医
と
の
調
整
事
項

・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
者
の
職
務

と
業
務
の
委
託

・
派
遣
労
働
者
に
関
す
る
留
意
事
項

三
、
面
接
指
導
の
実
務

・
面
接
指
導
の
申
し
出

・
面
接
指
導
後
の
意
見
聴
取

・
実
施
後
の
事
後
措
置

四
、
質
疑
応
答

三
月
一
六
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
埼
玉
大
学
産
学
連
携
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
四
〇
名
の
方
々
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

企
業
の
方
々
に
研
究
開
発
の
最
前
線
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、企
業
の
製
品
開
発
・

研
究
開
発
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
埼
玉
大
学
の
産
学
連
携
事

例
・
研
究
開
発
事
例
の
発
表
に
加
え
て
、

研
究
者
と
の
交
流
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
と
お
り
。

講
演
す
る
遠
藤
達
也
氏

講
演
す
る
林
拓
矢
氏

講
演
す
る
山
根
裕
基
氏

第
5
回
人
事
労
務
委
員
会

鞆田顕章助教 後藤祐一准教授 荒居善雄教授

松岡浩司教授 埼玉大学産学連携セミナー
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平
成
二
八
年
度
新
入
社
員
研
修
開
催

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

・「
埼
玉
大
学
産
学
連
携
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究

セ
ン
タ
ー
産
学
官
連
携
推
進
部
門
長

松
岡
浩
司
教
授

・「
材
料
強
度
に
関
す
る
産
学
連
携
事

例
」
人
間
支
援
・
生
産
科
学
部
門

荒
居

善
雄
教
授

・「
埼
玉
県
先
端
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
わ
る
産
学
連
携
事
例
」
物

質
科
学
部
門

松
岡
浩
司
教
授

・「
研
究
開
発
事
例『
古
い
人
工
知
能
』

の
研
究
者
か
ら
み
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

と
深
層
学
習
」
数
理
電
子
情
報
部
門

後
藤

祐
一
准
教
授

・「
研
究
開
発
事
例
『
機
械
系
構
造
物

の
耐
震
設
計
法
に
関
す
る
研
究
』
人

間
支
援
・
生
産
科
学
部
門

鞆
田

顕
章

助
教

新
入
社
員
研
修
が
四
月
四
日
㈪
、
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
八
社
、
六
五
名

の
新
入
社
員
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

本
研
修
は
、

①
学
生
生
活
か
ら
社
会
人
生
活
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
転
換
を
図
る

②
社
会
人
と
し
て
の
行
動
の
あ
り
方
や

仕
事
の
進
め
方
、
職
場
の
基
本
的
な

ル
ー
ル
を
学
ぶ

③
職
場
で
の
基
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
を
実
習
を
通
し
て
体
得
す
る

の
三
点
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
講
師
は
、

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
講

師
、
古
澤
美
奈
子
氏
。
講
義
は
、
異
業

種
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

討
議
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
等
を
取
り

入
れ
た
形
式
で
進
め
ら
れ
た
。

本
研
修
の
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

「
学
生
か
ら
社
会
人
へ
」「
効
率
的
な

仕
事
を
す
る
た
め
に
」「
良
い
人
間
関

係
を
築
く
た
め
に
」「
職
場
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
」「
自
己

啓
発
と
自
己
管
理
」
の
六
項
目
。

特
に
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
」

で
は
、
応
対
・
マ
ナ
ー
の
基
本
動
作
、

職
場
で
の
言
葉
遣
い
、
電
話
応
対
、
来

客
応
対
・
訪
問
の
マ
ナ
ー
に
関
し
て
、

実
習
と
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
重
ね
る

こ
と
で
、
す
ぐ
に
実
践
に
結
び
つ
け
ら

れ
る
よ
う
、
熱
心
に
取
り
組
む
参
加
者

の
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。

速
や
か
に
職
場
に
適
応
し
、
ま
た
、

一
日
も
早
く
職
場
の
戦
力
と
な
る
よ
う
、

社
会
人
と
し
て
必
要
な
基
本
的
な
心
構

え
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
一
日
と

な
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、

・
社
会
人
と
し
て
の
基
本
と
な
る
ひ
と

通
り
の
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
充
実
し
た
内
容
だ
っ
た
。
今

回
の
研
修
を
受
講
し
た
こ
と
で
、
よ

り
一
層
仕
事
へ
の
意
欲
が
増
し
た
。

・
異
業
種
か
つ
知
ら
な
い
方
々
と
組
ん

で
、
緊
張
感
を
持
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
の
習
得
練
習
を
す
る
こ
と
が
出

来
た
の
で
、
よ
り
実
践
に
近
い
気
持

ち
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

・
名
刺
交
換
や
、
電
話
応
対
な
ど
、
実

践
に
す
ぐ
に
使
え
る
技
術
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
こ
と
が
と
て
も
良
か
っ

た
。

・
研
修
を
受
け
て
、
自
分
に
は
ま
だ
ま

だ
足
り
な
い
ス
キ
ル
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
学
ん
だ

こ
と
を
し
っ
か
り
と
復
習
し
て
、
一

日
も
早
く
社
会
人
と
し
て
活
躍
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

〔
参
加
会
社
・
組
織
〕

㈱
あ
な
た
の
幸
せ
が
私
の
幸
せ
⑦
、

㈱
ア
ズ
企
画
設
計
⑩
、
㈱
エ
ン
プ
ラ
ス

⑳
、
共
和
真
空
技
術
㈱
④
、
東
京
イ
ン

キ
㈱
⑬
、
㈱
十
勝
大
福
本
舗
③
、
中
原

建
設
㈱
④
、
公
益
財
団
法
人
日
本
生
態

系
保
護
協
会
④

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
六
五
名
。

交
流
会

過
去
最
高
の
65
名
が
参
加

講
義
を
す
る
古
澤
美
奈
子
氏

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
習

訪
問
の
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
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第
二
九
回
「
生
き
生
き
職
場
体
験
交

流
の
集
い
」
が
三
月
八
日
㈫
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
に
お
い
て
、「
生
き
生
き
」

と
い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
働
く

こ
と
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
今
後
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
考
え
る
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
と
し
て
、「
基
調
講
演
」、「
事

例
発
表
」「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
」「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

の
四
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
、
関
係

者
を
含
め
、
四
六
名
が
参
加
し
た
。

第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、
ラ
グ
ビ

ー
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
元
メ
ン
タ
ル
コ

ー
チ
、
荒
木
香
織
氏
よ
り
「
ス
ポ
ー
ツ

心
理
学
を
生
き
る
〜
一
八
年
目
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
〜
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ

た
。荒

木
氏
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
「
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
二
〇
一
五
」

に
お
い
て
、
ラ
グ
ビ
ー
史
上
最
大
の
番

狂
わ
せ
と
世
界
中
が
驚
嘆
し
た
、
南
ア

フ
リ
カ
戦
の
勝
利
な
ど
に
、
日
本
チ
ー

ム
の
「
メ
ン
タ
ル
コ
ー
チ
」
と
し
て
大

き
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
を
基
盤
と
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
を
研
究
テ
ー
マ
と

し
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
実
績
を
有
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

経
験
を
踏
ま
え
、「
生
き
生
き
と
し
た

働
き
方
に
繋
が
る
『
心
の
鍛
え
方
』」

を
テ
ー
マ
に
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

講
演
の
中
で
、
荒
木
氏
は
、
ラ
グ
ビ

ー
日
本
代
表
チ
ー
ム
で
の
メ
ン
タ
ル
コ

ー
チ
の
仕
事
に
関
し
て
は
「
生
ま
れ
も

っ
て
の
ヒ
ー
ロ
ー
は
い
な
い
し
、
元
々

『
メ
ン
タ
ル
の
強
い
人
』
も
い
な
い
。

前
向
き
な
意
欲
を
保
持
し
続
け
ら
れ
る

か
否
か
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、

こ
う
し
た
人
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル
面
で

の
サ
ポ
ー
ト
が
最
も
効
果
を
挙
げ
た
」

と
話
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
と
い
う
専
門
分
野

に
基
づ
い
た
視
点
か
ら
は
、
自
分
自
身

の
メ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
重
要
性

に
触
れ
、「
自
分
の
強
み
や
課
題
を
理

解
す
る
こ
と
で
、
気
持
ち
や
行
動
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

参
加
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ
た
。

ま
た
、
現
在
の
ご
自
身
の
仕
事
と
育

児
両
立
の
経
験
に
触
れ
、「
自
分
を
取

り
巻
く
環
境
に
受
身
で
は
な
く
、
主
体

的
に
係
る
こ
と
が
重
要
。
一
瞬
一
瞬
を

大
切
に
生
き
て
い
こ
う
」
と
エ
ー
ル
を

送
り
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

第
二
部
の
事
例
発
表
で
は
、
三
名
の

女
性
リ
ー
ダ
ー
が
、
様
々
な
立
場
か
ら

自
身
の
経
験
談
を
交
え
て
発
表
し
た
。

㈱
ひ
び
き
商
品
開
発
部
営
業
一
課
・

セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
店
長
の
鈴
木
景

子
さ
ん
は
、
入
社
四
年
目
、
駅
弁
を
製

造
す
る
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
の
店
長

と
し
て
の
日
々
の
製
造
管
理
の
仕
事
や

新
作
駅
弁
の
試
作
等
に
携
わ
っ
て
い
る

経
験
を
「
埼
玉
の
駅
弁
を
作
る
」
と
題

し
て
発
表
。

「
仕
事
を
す
る
上
で
日
々
心
が
け
て

い
る
こ
と
」
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
パ

ー
ト
の
方
々
が
働
き
や
す
い
職
場
に
な

る
よ
う
「
パ
ー
ト
の
方
は
人
生
の
先
輩

で
も
あ
り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
常
に
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
今
後
目
指
す
働
き
方
と
し
て
、

社
訓
で
も
あ
る
『
傍
楽（
は
た
ら
く
）』

を
披
露
し
「
自
分
一
人
で
仕
事
は
出
来

な
い
。
周
り
の
人
を
楽
に
す
る
に
は
、

自
分
は
ど
う
動
け
ば
よ
い
か
、
一
緒
に

働
く
中
で
ど
う
し
た
ら
も
っ
と
楽
し
く

働
け
る
よ
う
に
な
る
か
を
意
識
し
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
ま
と
め
た
。

ポ
ラ
ス
㈱
人
事
部
人
事
課
主
任
の
谷

津
田
恵
利
香
さ
ん
は
、
入
社
一
七
年
目
、

二
度
の
産
休
・
育
休
を
取
得
し
、
仕
事

と
育
児
を
両
立
さ
れ
な
が
ら
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
経
験
を
「
仕
事
も
育
児
も
協

同
で
」
と
題
し
て
発
表
。

折
々
の
経
験
を
通
し
て
「
何
で
も
一

人
で
や
ろ
う
と
せ
ず
『
協
同
』
で
行
な

う
よ
う
に
心
掛
け
て
か
ら
『
両
立
』
が

し
や
す
く
な
っ
た
」
と
話
し
、
現
在
は
、

周
囲
や
家
庭
の
様
々
な
協
力
を
得
て
、

自
身
の
「
協
同
ス
タ
イ
ル
」
を
編
み
出

し
、
時
短
勤
務
で
は
あ
る
が
、
任
さ
れ

る
仕
事
が
増
え
る
な
ど
、
や
り
が
い
を

感
じ
な
が
ら
働
く
こ
と
が
で
き
て
い
る

と
い
う
。

ま
た
、
女
性
社
員
が
さ
ら
に
活
躍
す

る
た
め
に
は
、「
経
営
側
の
考
え
を
周

囲
に
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
」「
時
短

第
二
九
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い

「「
生生
きき
生生
きき
働働
くく
たた
めめ
にに
〜〜
ここ
れれ
かか
らら
のの

働働
きき
方方
のの
ヒヒ
ンン
トト
をを
探探
るる
」」をを
開開
催催

「
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
を
生
き
る
〜
18
年
目

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
」
と
題
し
て
こ
れ
ま

で
の
経
験
談
と
貴
重
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
い
た
荒
木
香
織
氏
に
よ
る
基
調
講
演

多
業
種
で
活
躍
す
る
女
性
か
ら
、
生
き

生
き
働
く
こ
と
に
関
す
る
体
験
談
を
ご

披
露
頂
い
た
事
例
発
表

㈱
ひ
び
き

鈴
木
景
子
氏

ポ
ラ
ス
㈱

谷
津
田
恵
利
香
氏
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勤
務
で
は
な
い
他
の
社
員
と
平
等
に
業

務
分
担
し
、
格
差
を
つ
け
ず
、
公
正
に

評
価
し
て
あ
げ
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ

る
と
話
し
た
。

東
日
本
旅
客
鉃
道
㈱
大
宮
支
社
西
川

口
駅
駅
長
の
小
野
山
万
貴
子
さ
ん
は
、

入
社
二
四
年
目
、
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
な

が
ら
、
二
度
の
産
休
・
育
休
を
取
得
さ

れ
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
し
な
が

ら
活
躍
さ
れ
て
い
る
経
験
を
「
仕
事
を

通
じ
て
成
長
す
る
〜
継
続
は
力
な
り

〜
」
と
題
し
て
発
表
。「
仕
事
に
対
す

る
想
い
」
や
「
仕
事
へ
の
向
き
合
い
方
」

と
い
っ
た
観
点
も
織
り
交
ぜ
て
お
話
頂

い
た
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
経
験
か
ら
学
ん

だ
こ
と
と
し
て
「
仕
事
と
は
、
楽
し
い

か
ら
本
気
に
な
る
の
で
は
な
く
、
本
気

で
や
れ
ば
ど
ん
な
仕
事
で
も
楽
し
い
」

「
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
ど
ん
ど
ん

提
案
し
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

必
ず
会
社
は
見
て
い
て
く
れ
る
」「
評

価
さ
れ
な
い
と
し
た
ら
、
自
分
の
価
値

（
良
い
所
）
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
な

い
か
ら
。」
を
挙
げ
た
。

ま
た
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
す
る
コ

ツ
と
し
て
「
借
り
ら
れ
る
手
は
借
り

る
」「
感
謝
の
言
葉
を
惜
し
げ
も
な
く

使
う
」「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ

て
柔
軟
に
働
く
」「
悩
む
よ
り
考
え
る
」

「
仕
事
を
継
続
す
る
！
と
い
う
強
い
意

志
を
も
つ
こ
と
」
を
挙
げ
た
。
最
後
に
、

「
困
難
な
時
も
�
ど
う
し
て
�
と
受
身

で
は
な
く
、�
ど
う
す
れ
ば
�
と
主
体

的
に
考
え
行
動
す
る
こ
と
で
乗
り
切
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
私
が
乗
り
切
っ
て
き
た

か
ら
」
と
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
発
表

を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

第
三
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
本
会
事
務
局
の
町
田
恭
子
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
事
例
発

表
者
三
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、「
生

き
生
き
働
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
」「
仕
事
と
個
人
の
生
活
を
ど

う
調
和
さ
せ
て
い
く
か
」
を
テ
ー
マ
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

「
思
い
通
り
に
い
か
ず
に
苦
労
し
た

時
の
乗
り
越
え
方
」「
周
囲
と
の
コ
ミ

ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
」「
目
標

の
定
め
方
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
の

秘
訣
」「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
秘

訣
」「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
目
指
す
姿
」

な
ど
に
つ
い
て
討
議
し
、
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
た
。

最
後
の
第
四
部
は
、「
生
き
生
き
働

い
て
い
く
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
七
、

八
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
自
分

自
身
が
取
り
組
ん
で
い
く
身
近
な
目

標
」
に
関
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
参
加

者
か
ら
、

・
色
々
な
年
代
の
様
々
な
業
種
の
方
の

お
話
し
を
聞
い
て
、
自
分
の
仕
事
へ

の
姿
勢
を
見
つ
め
な
お
す
良
い
機
会

に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
生
き
生
き
と

働
い
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
、
今
一
度
考
え
て
い
き
た
い
。

・
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
は
、
女
性
な

ら
で
は
の
苦
労
や
辛
さ
が
た
く
さ
ん

あ
る
が
、
女
性
な
ら
で
は
の
切
り
抜

け
方
が
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ら
れ
、

有
意
義
な
時
間
だ
っ
た
。

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

参
加
者
に
と
っ
て
、
働
き
方
・
暮
ら

し
方
の
身
近
な
ヒ
ン
ト
、
ま
た
将
来
役

立
つ
ヒ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
取
り
、

明
日
か
ら
取
組
ん
で
い
く
目
標
と
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
へ
の
意
欲
、
ま
た
、
生
き
生

き
働
く
た
め
の
活
力
を
得
る
場
と
な
っ

た
よ
う
だ
。

【
参
加
会
社
・
組
織
】

ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
②
、

あ
す
な
ろ
の
郷
浦
和
②
、
岩
堀
建
設
工

業
㈱
①
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
㈱
①
、
㈱
大
泉
工
場

①
、
㈱
亀
屋
②
、
川
口
信
用
金
庫
②
、

共
和
真
空
技
術
㈱
①
、
ク
リ
ー
ン
シ
ス

テ
ム
㈱
①
、
㈱
コ
ー
セ
ー
狭
山
事
業
所

②
、
㈱
サ
イ
サ
ン
①
、
彩
の
国
さ
い
た

ま
人
づ
く
り
広
域
連
合
①
、
サ
イ
ボ
ー

㈱
①
、
坂
戸
ガ
ス
㈱
①
、
三
協
食
品
工

業
㈱
①
、
㈱
サ
ン
フ
レ
ッ
セ
①
、
ジ
ェ

コ
ー
㈱
②
、
ス
バ
ル
用
品
㈱
①
、
大
東

ガ
ス
㈱
①
、
㈱
太
洋
社
印
刷
所
①
、
東

京
ガ
ス
㈱
埼
玉
支
社
①
、
日
信
ソ
フ
ト

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
①
、
日
本
ワ
イ

パ
ブ
レ
ー
ド
㈱
①
、
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
東

埼
玉
㈱
③
、（
社
福
）隼
人
会
ま
き
ば
園

①
、
㈱
パ
レ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
②
、

東
日
本
旅
客
鉃
道
㈱
大
宮
支
社
①
、
フ

ジ
オ
ッ
ク
ス
㈱
②
、
富
士
電
機
機
器
制

御
㈱
①
、
ボ
ー
ズ
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ

㈱
①
、
リ
コ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
㈱
埼

玉
事
業
所
①
、
㈱
リ
ビ
コ
ー
②

○
内
は
参
加
人
数
。
合
計
四
三
名
。

東
日
本
旅
客
鉃
道
㈱
小
野
山
万
貴
子
氏

「生き生き働くためには？」「仕事とプライベー
トの調和に関して」をテーマに、日々の取組み
に関して掘り下げたパネルディスカッション

「
生
き
生
き
働
く
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、

明
日
か
ら
の
自
身
の
取
組
み
に
関
し
て

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
発
表
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金融行政に関する政府報
告書を担当

略歴
伊藤 修
（いとう おさむ）
1956年 長野県生まれ。
1979年 東京大学経済学
部卒。博士（経済学）。
1999年 埼玉大学教授。
2008－12年 経済学部長。
2016年4月より大学院人
文社会科学研究科長。著
書に『日本型金融の歴史
的構造』（東大出版会、エ
コノミスト賞受賞）、『日
本の経済』（中公新書）
など。

私の専門は金融論と日本経済論
ですが、齢とともに「狭く深く」より「広く・ま
とめる」方向に変わってきています。今は主に「失
われた20年」などと呼ばれる日本経済停滞の構造
を分析していて、もうじき本にまとまる予定です。
ひとことでいえば、何か1つが諸悪の根源という
より、企業経営の分野、政治と行政の分野、メデ
ィアや世論（国民意識）の分野のそれぞれに問題
があり、しかもそれらが相互に組み合わさって、
全体として《悪い均衡》（あるいは縮小均衡）に
陥っていると考えています。
企業分野では、経済学での本来の効率化（最小
の生産要素 input で最大の output）とは異なるコ
スト削減が、しかも横並び競争として続き、結果
として家計所得と消費の縮小、非正規の増加や長
時間労働が問題化しました。そのフラストレーシ
ョンを背景にしてメディアは、誰かを魔女狩り的
に吊し上げることで売る方向に走り、これに市場
競争偏重の（米国産）経済思想が親和したのでし
た。こうしてつくられる世論の上で、劣化した政
治と行政は、少子高齢化対応など必須のパブリッ
クな調整機能を果たすことができず、格差拡大、
政治不信認、負担忌避、財政破綻といった連鎖を
生み、放置するのみとなりました。これらの間で

悪循環を起こしているでしょう。
以上が基本構図で、ここでは社会問題の解決と
経済・経営の効率の論理とが、背反するのではな
く一体であるととらえています。それではどうす
べきか。不合理はどこにあるかをはっきりさせれ
ば、それを除く方策も示唆されてくるでしょう。
くわしく説明したいところですが紙幅が尽きまし
た。ちょうど経営者協会が主催される公開講座で
6月9日にお話させていただく予定なので、続き
はその機会に致します。

当研究室は、固体触媒の
調製および触媒の構造・
特性解析などを得意とし
ており、民間企業と密接
に連携して研究を進めて
います。

学歴・略歴
黒川 秀樹
（くろかわ ひでき）
1959年8月生まれ。1989
年3月東京工業大学総合
理工学研究科博士課程修
了、博士（工学）。1989年
4月鈴木国際特許事務所、
1989年9月三菱油化（現
在、三菱化学）四日市総
合研究所、1997年9月埼
玉大学工学部助手、2003
年4月科学分析支援セン
ター助教授、2015年4月
理工学研究科教授。

固体触媒とは、粉末あるいは粉
末を固めて成形した固体状の触媒のことで、自動
車の排ガス浄化触媒がよく知られていますが、石
油や天然ガスといった資源からガソリン、軽油な
どの自動車燃料の製造、プラスチックなどの高分
子材料の製造などにも使われています。私たちの
研究室では、特に、代表的なプラスチックである
ポリエチレンおよびポリプロピレンを製造するた
めの“高機能”触媒の開発を行っています。ポリ
エチレンはスーパーなどで商品を入れる半透明の
袋（レジ袋）から、水道・ガ
ス管、自動車のガソリンタン
クなど、ポリプロピレンは自
動車のバンパー、内装材、家
電製品のケースなど、いずれ
も幅広い用途に用いられてお
り、我々の生活に欠かせない
材料です。
近年、我々はポリエチレン
を効率よく作るための触媒と
して、ケイ素とアルミニウム
を主成分とする層状粘土鉱物
（板状構造のシートが積み重
なった構造をしている）のシ

ートとシートの間（層間）に、鉄、コバルト、ニ
ッケルなどの有機金属錯体（触媒の活性成分）を
閉じ込めた新規な固体触媒を開発しました。この
触媒は高い活性と良好な取り扱い特性に加えて、
不安定で分解しやすい錯体を層状粘土鉱物の層間
に閉じ込めたことにより反応時の高い安定性も達
成された“高機能”な触媒です。また、この触媒
では錯体の構造を変えることで、生成するポリエ
チレンの分子量を制御して、合成潤滑油や界面活
性剤（洗剤）の原料となる“オリゴマー”と呼ば

れる炭素数が10～20程度の油
状成分も効率よく製造するこ
とができます。
ポリエチレン、ポリプロピ
レンは、年間、日本国内だけ
でも各 2々00万トン以上が製
造されているため、高機能な
触媒を開発して省エネルギー
や廃棄物の削減ができれば、
環境に対する負荷を大きく低
減することができます。当研
究室では、開発した“高機能”
触媒の実用化を目指して、学
生と共に研究を進めています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第999999999999999999999999444444444444444444444444回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

日本経済の停滞の構造を解明する
埼玉大学 大学院人文社会科学研究科長 伊 藤 修 教授

省エネルギー、資源有効利用のための高機能固体触媒の開発
埼玉大学 大学院理工学研究科 物質科学部門 黒 川 秀 樹 教授
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自動車、鉄道車両および航空機分野では、連続繊維強化プラ
スティック（以下、FRPと呼ぶ）が多用されてきており、鋼材
やアルミ合金と併用されていることが多くなっています。
一方、建設分野では20世紀後半より、RC床版の補修・補強
やRC橋脚の耐震補強にFRPが用いられています。筆者は10
年以上前より、鋼材の腐食部の補修に炭素繊維強化プラスチッ
ク（以下、CFRPと呼ぶ）を用いた補修・補強工法を研究して
きました。鋼材とCFRPの界面に変形性能に優れたポリウレ
ア樹脂を用いることで、鋼部材が降伏してもCFRPが剥がれ
ることなく機能することを確認し、昨年に高速道路総研よりマ
ニュアルが発刊されました。これらの技術を含めて、土木学会
複合構造委員会では、FRPによる構造物の補修・補強指針を
作成する方向で活動をスタートさせました。
以上の通り、FRPは補修・補強材として用いられていますが、
鋼材に代わる主要部材として、屋根のトラス部材等にCFRP
が利用されたり、歩道橋にガラス繊維強化プラスチック（以下、
GFRPと呼ぶ）を用いた事例もあります。

GFRPは価格も安く、電
気を通さない、腐食しない
等の特徴から、今後、鋼材
に代わる主要材料として建
造物に用いられることが考
えられます。また、CFRP
はさらに強靭で軽いという
特性から、空輸可能な応急
橋梁等に適用される可能性
があります。本学では構造
部材の各種耐荷力実験設備
がありますので（写真）、
これらのFRPを用いた新
技術の開発に、皆様が保有
している技術を盛込んで研
究を進めたいと思います。

競争力のある真に強いものづくりをい
かに実現してゆくか、トヨタ生産方式の
実践を通し、追求し研究しています。グ

ローバル経済が進展し、取り巻く環境変化が激しくなるなか企
業が生き残ってゆく為の重要な命題の一つであり、しっかりと
した方向性と継続的な活動なしには手に入れることはできない
と考えています。ムダを徹底的に排除し効率の良い生産現場を
つくり上げることは、一朝一夕にできるものではありません。
これまで自身でやってきた生産現場での改善活動の中で、手
ごたえを感じ成果があった不良削減活動を例に話をします。ト
ヨタ式で言う七つのムダの一つである「不良・手直しのムダ」
削減のため、生産部門トップ（部長）がリーダーとなり『不良
ゼロ』をスローガンに、第一線の作業者から監督者達と定期的
に現地での改善活動を行ってきました。不良品を現地に並べ、
一点一点原因と対策について話し合い継続的な活動を積み重ね
る事で、10年を経て不良率は1/20以下の PPMの世界になりま

した（グラフ1）。組織をあげて体制をつくりながら続けた改善
活動で、問題を見つけ提案できる次世代の現場リーダーが育ち、
現場の体質が強くなりました。
ものづくり企業にとって、ぜい肉のない筋肉質の強い現場を
つくる事は何よりも大切と考えトヨタ生産方式の研究をしてい
ます、興味をお持ちの企業様など遠慮なくご相談ください。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第777777777777777777777777555555555555555555555555回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

CFRPによる鋼構造物の補修・補強技術開発
建設学科 大 垣 賀津雄 教授

大垣 賀津雄（おおがき かづお）教授 博士（工学）、技術士（総合技術監理部門、建設部門）、土木鋼構造診断士、WES1級、
コンクリート主任技士、川崎重工業株式会社に30年間勤務。2015年4月より現職。土木学会複合構造委員会FRPによる構造物
の補修・補強指針作成小委員会委員長（連絡先：048‐564‐3851／ohgaki@iot.ac.jp）

ものづくり企業を支える強い現場をつくる研究
製造学科 小 塚 高 史 教授

小塚 高史（こづか たかし）製造学科教授 北海道生まれ、北見工業大学卒、トヨタ自動車株式会社生産技術部門、明知工場
製造部長を経て2015年より現職。生産管理が専門。（連絡先：048‐564‐3841／kozuka@iot.ac.jp）
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平
成
28
年
度

産
業
労
働
部
主
要
施
策

生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
中
に
あ
っ

て
も
持
続
的
に
経
済
を
成
長
さ
せ
て
い
く

た
め
、
先
端
産
業
を
育
成
す
る
な
ど
県
内

の
「
稼
ぐ
力
」
を

高
め
て
い
く
。
ま

た
、
女
性
や
シ
ニ

ア
な
ど
多
彩
な
人

材
の
社
会
参
加
を

進
め
る
た
め
「
人

財
」
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
と

も
に
、
高
齢
者
も

社
会
を
担
う
一
員

と
し
て
活
躍
で
き

る
社
会
の
構
築
の

た
め
「
シ
ニ
ア
革

命
」
を
重
点
的
に

進
め
る
。

「
稼
ぐ
力
」
の

強
化
で
は
、
ナ
ノ

カ
ー
ボ
ン
や
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
の
産
業
を
育
成
し
集
積
さ
せ
る

先
端
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
更
に
加

速
す
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
の
生
産
性
向

上
を
図
る
た
め
、
経
営
革
新
を
一
層
促
進

す
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
へ
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
導
入
や
、
製
造
業
へ
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活

用
し
た
生
産
設
備
、
物
流
の
ス
マ
ー
ト
化

を
支
援
す
る
。

「
人
財
」
の
開
発
で
は
、
埼
玉
版
ウ
ー

マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
更
な
る
推

進
を
図
る
た
め
、
新
た
に
商
工
団
体
や
業

界
団
体
、
市
町
村
に
お
け
る
女
性
活
躍
推

進
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
男

性
の
働
き
方
の
見
直
し
を
進
め
る
取
組
を

支
援
し
て
い
く
。

「
シ
ニ
ア
革
命
」
で
は
、
シ
ニ
ア
革
命

の
気
運
を
醸
成
す
る
た
め
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

シ
ニ
ア
応
援
協
議
会
を
設
置
す
る
。
ま
た
、

県
内
8
か
所
に
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
セ
ミ
ナ
ー
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
、
資
格
・
技
能
の
習
得
、
就
職
マ

ッ
チ
ン
グ
ま
で
一
体
的
に
実
施
す
る
。

そ
の
ほ
か
、
産
業
分
野
で
は
県
内
企
業

の
海
外
展
開
支
援
、
中
小
企
業
制
度
融
資

の
充
実
、
地
域
商
業
の
強
化
な
ど
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
市
町
村
と
連
携
し
て
企

業
誘
致
を
推
進
す
る
。

労
働
分
野
で
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和
・

就
業
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト
に
お
い
て
新
た
に

シ
ニ
ア
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
元
気
な
シ
ニ
ア

の
就
職
活
動
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
大
学

生
に
県
内
企
業
を
就
職
の
選
択
肢
と
し
て

も
ら
う
た
め
、
企
業
参
加
型
の
授
業
の
導

入
支
援
や
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実

施
す
る
。

主
な
新
規
事
業
及
び
重
点
施
策

（

）
内
は
平
成
28
年
度
の
予
算
額

（
単
位
�
千
円
）

1

経
済
を
活
性
化
す
る
「
稼
ぐ
力
」
の

強
化

①

先
端
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進

（
1
�8
4
1
�9
8
5
）

先
端
的
な
研
究
成
果
と
企
業
の
優

れ
た
技
術
を
融
合
さ
せ
、
実
用
化
・

製
品
化
・
事
業
化
を
促
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
県
内
に
付
加
価
値
の
高
い

先
端
産
業
を
育
成
・
集
積
、
ナ
ノ
カ

ー
ボ
ン
、
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

ロ
ボ
ッ
ト
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、航
空
・

宇
宙
を
重
点
5
分
野
に
位
置
づ
け
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
、
実
用
化
・

製
品
化
に
向
け
た
研
究
開
発
支
援
を

拡
充

②

生
産
性
向
上
へ
の
支
援

（
1
3
2
�9
0
3
）

サ
ー
ビ
ス
産
業
事
業
者
向
け
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
導
入
支
援
や
具
体
的
な
活
用
事

例
の
収
集
・
発
信
を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
を
促
進
、
ス
マ
ー
ト
工
場
化
や

工
場
間
、
物
流
部
門
と
の
情
報
連
携

な
ど
の
も
の
づ
く
り
企
業
の
Ｉ
ｏ
Ｔ

を
活
用
し
た
先
進
生
産
シ
ス
テ
ム
の

構
築

2

女
性
が
い
き
い
き
と
輝
く
社
会
の
構

築
（
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
更
な
る
推
進
）

①

多
様
な
働
き
方
推
進
事
業

（
1
2
�8
3
6
）

「
多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
」
認

定
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、

男
性
の
育
休
取
得
等
を
新
た
に
プ
ラ

ス
評
価
し
、ま
た
、5
0
0
社
訪
問
等

を
通
じ
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
支
援

②

仕
事
と
育
児
の
両
立
サ
ポ
ー
ト
事

業

（
8
�6
4
8
）

男
性
の
働
き
方
見
直
し
を
進
め
る

た
め
、
男
性
の
育
休
取
得
の
モ
デ
ル

と
な
る
企
業
へ
奨
励
金
を
交
付
し
、

そ
の
事
例
を
発
信

③

女
性
の
活
躍
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
拡

大
事
業

（
2
1
�2
2
9
）

商
工
団
体
や
業
界
団
体
に
女
性
活

躍
推
進
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
と
と

も
に
、
女
性
の
少
な
い
業
界
団
体
の

雇
用
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
支
援

④

女
性
活
躍
推
進
事
業

（
1
7
�5
4
6
）

企
業
の
自
主
的
な
女
性
活
躍
推
進

の
取
組
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
を
派
遣

す
る
な
ど
し
て
支
援
す
る
ほ
か
、
市

町
村
に
お
い
て
推
進
役
と
な
る
人
材

を
育
成

3

お
も
て
な
し
日
本
一
の
観
光
づ
く
り

の
推
進

①

外
国
人
観
光
客
1
0
0
万
人
の
誘

致
促
進

（
1
6
4
�2
3
0
）

台
湾
に
埼
玉
国
際
観
光
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
を
設
置
し
教
育
旅
行
等
の
誘

致
を
加
速
す
る
ほ
か
、
他
県
と
の
広

域
連
携
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
、
売
れ
る
伝
統
工
芸
品
の
開
発

支
援
や
ア
ニ
メ
関
連
事
業
を
全
県
で

展
開
す
る
ほ
か
、
工
場
見
学
の
受
入

体
制
整
備
の
支
援
な
ど
既
存
資
源
を

徹
底
活
用

4

が
ん
ば
る
中
小
企
業
の
支
援

①

小
規
模
事
業
経
営
支
援
推
進
費

（
2
�9
2
1
�5
2
5
）

商
工
会
議
所
・
商
工
会
が
行
う
小

規
模
事
業
者
に
対
す
る
経
営
改
善
普

及
事
業
へ
の
助
成
、
商
工
会
議
所
・

商
工
会
の
連
携
体
制
を
地
域
単
位
で

よ
り
強
化
し
、
事
業
者
の
経
営
相
談

へ
の
き
め
細
か
な
対
応
や
地
域
経
済

振
興
事
業
の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
、

小
規
模
事
業
者
を
支
援

②

中
小
企
業
の
経
営
力
向
上

（
7
5
�7
9
3
）

企
業
に
身
近
な
商
工
会
議
所
・
商

工
会
が
、
経
営
革
新
計
画
の
策
定
か

ら
実
行
ま
で
、
中
小
企
業
の
経
営
革

新
支
援
を
一
貫
し
て
行
え
る
仕
組
み

を
構
築

③

中
小
企
業
制
度
融
資
事
業
費

（
1
�7
9
9
�4
7
4
）

金
融
機
関
と
の
連
携
の
も
と
融
資

利
率
を
0
・
1
％
引
き
下
げ
、
中
小

企
業
の
資
金
繰
り
を
支
援

④

県
内
企
業
の
海
外
展
開
支
援

（
1
8
2
�2
4
7
）

県
内
企
業
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

を
支
援
す
る
現
地
支
援
拠
点
（
上
海
、

ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
）
の
運
営
、
香
港
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
、
ジ
ェ
ト
ロ
国
内
事
務

所
の
県
内
設
置
の
検
討
、
サ
ー
ビ
ス

業
等
の
海
外
展
開
支
援

⑤

地
域
商
業
の
強
化（

1
3
�7
4
6
）

「
黒
お
び
商
店
街
」
の
活
力
向
上

の
た
め
の
取
組
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

産業労働部一般会計予算
＊県の一般会計予算に占める部の事業予算の割合

区 分 平成28年度 平成27年度 伸び率
予算総額 22，793，276千円 21，935，228千円 3．9％

一般会計構成比＊ 1．2％ 1．2％ ―

コバトン
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平
成
27
年
労
働
組
合
基
礎

調
査
の
結
果
（
埼
玉
県
）

に
つ
い
て

1
万
人
の
ゴ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー

2
0
1
6
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
も
含
む
）
に
対
す
る
助
成
や
商
店

街
活
動
ノ
ウ
ハ
ウ
手
引
書
の
作
成
に

よ
る
先
進
的
活
動
事
例
の
周
知
、「
全

県
一
斉
商
店
街
ま
つ
り
」
等
の
集
客

イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
支
援

5

産
業
集
積
の
推
進

①

企
業
誘
致
の
推
進

（
1
�4
0
2
�5
9
0
）

市
町
村
と
連
携
し
た
企
業
立
地
の

促
進
及
び
立
地
企
業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
の
実
施
、
関
西
地
区
企
業
と
の

交
流
会
の
開
催
、
企
業
立
地
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
産
業
用
地
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
、
県
内
に
立
地
す
る
企
業
に
対

す
る
不
動
産
取
得
税
相
当
額
の
助
成

等

6

高
齢
者
が
社
会
を
共
に
担
う
「
シ
ニ

ア
革
命
」
の
推
進

①

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
活
躍
支
援
事

業

（
1
7
7
�3
4
0
）

シ
ニ
ア
革
命
の
気
運
を
醸
成
す
る

た
め
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
応
援
協

議
会
を
設
置
し
、
シ
ニ
ア
ド
リ
ー
ム

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
、
県
内
8
か
所
に

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
セ
ミ
ナ
ー
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
、
資
格
・
技
能
の
習
得
、
就
職
マ

ッ
チ
ン
グ
ま
で
一
体
的
に
実
施

7

雇
用
の
安
心

①

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
特
区
の
推
進
と
身

近
な
就
職
相
談
の
拡
大

（
1
8
3
�5
1
2
）（
一
部
再
掲
）

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和
・
就
業
支

援
サ
テ
ラ
イ
ト
」
で
、
新
た
に
「
シ

ニ
ア
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、
元
気
な

シ
ニ
ア
の
就
職
活
動
を
支
援
、
就
職

相
談
窓
口
の
な
い
市
町
村
に
お
け
る

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情
報
を
活
用
し

た
相
談
窓
口
の
設
置
を
支
援

②

大
学
生
の
た
め
の
県
内
企
業
魅
力

発
見
事
業

（
2
5
�2
7
6
）

県
内
企
業
で
働
く
こ
と
の
魅
力
を

早
期
に
県
内
大
学
の
学
生
に
伝
え
る

た
め
、
企
業
が
参
加
す
る
課
題
解
決

型
授
業
の
県
内
大
学
へ
の
導
入
を
支

援
、
学
生
が
授
業
で
訪
問
し
た
県
内

企
業
の
魅
力
を
ま
と
め
た
冊
子
を
製

作
し
、
就
職
活
動
中
の
学
生
に
Ｐ
Ｒ

③

大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推

進

（
1
9
�8
9
3
）

短
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
加
え
、

新
た
に
県
内
企
業
の
課
題
解
決
に
向

け
て
、
学
生
と
企
業
が
共
同
し
て
調

査
・
研
究
等
を
行
う
長
期
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
実
施

④

障
害
者
に
対
す
る
就
業
支
援

（
1
3
9
�3
5
6
）

障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
企
業
へ
の
雇
用
方
法
の
提
案

か
ら
採
用
ま
で
の
支
援
、
精
神
保
健

福
祉
士
と
精
神
障
害
者
雇
用
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
チ
ー
ム
に
よ
る
受
入
企
業

の
開
拓
と
就
業
環
境
の
整
備
、
障
害

者
雇
用
開
拓
員
に
よ
る
企
業
へ
の
雇

用
の
要
請

⑤

県
内
中
小
企
業
合
同
入
社
式
等
開

催
事
業

（
6
�7
6
0
）

県
内
中
小
企
業
の
新
入
社
員
が
企

業
に
定
着
す
る
た
め
の
支
援
と
し
て
、

県
と
経
済
団
体
が
連
携
し
て
合
同
入

社
式
や
合
同
研
修
会
を
開
催
、
新
入

社
員
を
激
励
・
応
援
す
る
と
と
も
に

仲
間
づ
く
り
を
支
援

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
7
1
5
）

県
で
は
、
平
成
27
年
6
月
30
日
現
在
の

県
内
の
労
働
組
合
数
及
び
組
合
員
数
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
県
内

の
す
べ
て
の
労
働
組
合
を
対
象
に
、
組
合

員
数
の
状
況
等
に
つ
い
て
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

�
調
査
結
果
の
概
要

①
組
合
数
及
び
組
合
員
数

県
内
の
組
合
数
は
1
�7
8
7
組
合
、

組
合
員
数
は
3
6
1
�3
5
3
人
で
、
前

年
と
比
較
し
て
、
35
組
合
（
1
・
9
％
）、

7
�0
5
5
人
（
1
・
9
％
）
減
少
し
ま
し

た
。

②
推
定
組
織
率

労
働
組
合
員
数
を
県
内
の
推
定
雇
用
者

数
で
除
し
た
推
定
組
織
率
は
14
・
4
％
で
、

前
年
よ
り
0
・
4
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し

た
。詳

細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/a
0808/rodokum

iaikisochousa.htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
7
）

2
0
2
0
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
埼
玉
発
の
大
型
文

化
事
業
「
1
万
人
の
ゴ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ

ー
」
が
始
動
し
ま
す
。
2
0
2
0
年
の
1

万
人
規
模
で
の
公
演
に
向
け
、
平
成
28
年

は
第
一
弾
と
し
て
、「
1
万
人
の
ゴ
ー
ル

ド
・
シ
ア
タ
ー
2
0
1
6
」
を
三
千
人
規

模
で
実
施
し
ま
す
。
演
出
家
の
蜷
川
幸
雄

氏
が
総
合
演
出
す
る
「
世
界
に
響
け
・
老

人
の
夢
」
が
テ
ー
マ
の
群
集
劇
で
す
。
岸

田
國
士
戯
曲
賞
を
受
賞
し
た
ノ
ゾ
エ
征
爾

氏
が
脚
本
を
担
当
し
ま
す
。

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
の
芸
術
監

督
蜷
川
幸
雄
氏
の
「
高
齢
者
（
シ
ル
バ
ー

世
代
）
が
ゴ
ー
ル
ド
に
輝
く
演
劇
を
創
り

た
い
」
と
い
う
発
案
に
よ
り
、
平
成
18
年

に
発
足
し
た
平
均
年
齢
77
歳
（
最
高
年
齢

90
歳
）
の
高
齢
者
劇
団
「
さ
い
た
ま
ゴ
ー

ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
」
は
、
演
劇
初
心
者
も

稽
古
を
重
ね
、
現
在
で
は
香
港
や
パ
リ
を

は
じ
め
国
内
外
で
公
演
を
行
い
、
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゴ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
39

人
と
と
も
に
、
世
界
最
大
級
の
群
集
劇
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。
人
前
で
演
じ
て
み
た

い
。
感
じ
た
こ
と
を
叫
ん
で
み
た
い
。
そ

ん
な
思
い
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
演
劇
経
験
は
問
い

ま
せ
ん
。

�
開
催
期
日

12
月
7
日
㈬

�
開
催
場
所

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ

ー
ナ
（
さ
い
た
ま
市
）

�
募
集
対
象

65
歳
以
上
（
平
成
28
年
12

月
31
日
時
点
の
年
齢
）

�
募
集
期
間

5
月
31
日
㈫
必
着

�
応
募
先

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
芸
術

文
化
振
興
財
団

〒
3
3
8
―
8
5
0

6

さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
峰
3
―
15

―
1

（
0
4
8
―
8
5
8
―
5
5
0
5
）

�
応
募
方
法

県
内
の
文
化
施
設
等
に
設

置
の
チ
ラ
シ
又
は
埼
玉
県
芸
術
文
化
振

興
財
団
Ｈ
Ｐ
（http

://w
w
w
.saf.or.

jp/10000/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
。

�
費
用

1
万
円（
稽
古
費
用
・
保
険
料
・

招
待
用
公
演
チ
ケ
ッ
ト
1
枚
含
む
）

�
選
考

応
募
用
紙
に
よ
り
選
考
し
、
結

果
は
応
募
者
全
員
に
郵
送
で
通
知
し
ま

す
。

�
稽
古

7
月
、
9
〜
11
月
（
10
回
以
上

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
会
場
�
彩
の
国

さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
）

�
舞
台
稽
古

公
演
前
日
及
び
当
日
（
会

場
�
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
文
化
振
興
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
2
8
7
7
）

―25―



八

兼
業
禁
止
義
務
を

め
ぐ
っ
て

（
第
4
回
）

6

兼
業
・
副
業
の
促
進
へ
政
府

の
政
策
化
？

本
稿
に
お
い
て
は
、
企
業
が
労
働
者

の
兼
業
を
禁
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

判
例
で
も
、「『
他
社
へ
の
就
業
』
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
の
は
、
従
業
員
が
ほ
か

へ
就
労
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
の
企

業
秩
序
な
い
し
労
務
の
統
制
を
乱
し
、

又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
か
、
あ
る
い

は
、
従
業
員
の
会
社
に
対
す
る
労
務
提

供
が
不
能
も
し
く
は
困
難
と
な
り
、
企

業
の
生
産
性
の
高
揚
を
阻
害
す
る
こ
と

を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
に
な
る
と
解

さ
れ
る
。」（
昭
和
四
七
・
一
〇
・
二
福

岡
地
裁
判
決
、
昭
和
室
内
装
備
事
件
、

判
タ
二
九
一
号
三
五
五
頁
）
と
か
、「
労

働
者
が
そ
の
自
由
な
る
時
間
を
精
神
的

肉
体
的
疲
労
回
復
の
た
め
適
度
な
休
養

に
用
い
る
こ
と
は
次
の
労
働
日
に
お
け

る
誠
実
な
労
働
提
供
の
た
め
の
基
礎
的

条
件
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
使
用

者
と
し
て
も
労
働
者
の
自
由
な
時
間
の

利
用
に
つ
い
て
関
心
を
持
た
ざ
る
を
え

ず
、
ま
た
、
兼
業
の
内
容
に
よ
っ
て
は

企
業
の
対
外
的
信
用
、
体
面
が
傷
つ
け

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
う
る
の
で
、
従
業

員
の
兼
業
の
拒
否
に
つ
い
て
、
労
務
提

供
上
の
支
障
や
企
業
秩
序
へ
の
影
響
等

を
考
慮
し
た
う
え
で
の
会
社
の
承
諾
に

か
か
ら
し
め
る
旨
の
規
定
を
就
業
規
則

に
定
め
る
こ
と
は
不
当
と
は
い
い
が
た

く
合
理
性
を
有
す
る
。」（
昭
和
五
七
・

一
一
・
一
九
東
京
地
裁
決
定
、
小
川
建

設
事
件
、労
民
集
三
一
巻
六
号
九
二
頁
）

と
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
正
当
な
取
扱

い
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
安
倍
総
理
以
下
の
政
府

側
と
の
経
済
界
と
の
平
成
二
八
年
第
三

回
経
済
財
政
諮
問
会
議（
三
月
一
一
日
）

に
お
い
て
、「
六
〇
〇
兆
円
経
済
の
実

現
に
向
け
て
」
の
政
策
の
一
つ
と
し
て
、

「
高
い
技
能
を
活
か
す
た
め
の
兼
業
・

副
業
の
促
進
（
兼
業
・
副
業
に
必
要
な

環
境
整
備
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

化
）」
が
提
言
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
副
業
を
希
望
す
る
者
は
、

近
年
増
加
し
（
二
〇
一
二
年
合
計
三
六

八
万
人
）
て
お
り
、「
低
所
得
者
層
と
、

男
性
の
中
高
所
得
層
で
兼
業
・
副
業
の

意
向
を
有
す
る
者
が
多
く
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
所
得
を
向
上
す
る
観
点
と
、

高
い
技
能
を
活
か
す
観
点
の
双
方
の
理

由
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
」
と
し
、

後
者
に
つ
い
て
、企
業
の
中
に
は
兼
業
・

副
業
を
容
認
す
る
動
き
も
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で

発
表
さ
れ
た
報
告
の
中
企
庁
「
兼
業
・

副
業
に
係
る
取
組
み
実
態
調
査
」（
二

〇
一
四
年
）
で
は
、
兼
業
・
副
業
を
認

め
る
制
度
が
あ
る
会
社
は
三
・
八
％
、

兼
業
・
副
業
を
推
進
す
る
企
業
は
ゼ
ロ

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
現
在
の
企
業

社
会
の
実
態
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
前
記

「
諮
問
会
議
」
で
は
、「
キ
ャ
リ
ア
の

複
線
化
、
能
力
・
ス
キ
ル
を
有
す
る
企

業
人
材
の
活
躍
の
場
の
拡
大
や
大
企
業

人
材
の
中
小
企
業
・
地
域
企
業
で
の
就

業
促
進
な
ど
の
観
点
か
ら
、
積
極
的
に

兼
業
・
副
業
を
促
進
し
て
は
ど
う
か
」

と
い
う
提
言
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
場
合
に
は
、
多
様
な
問
題
が
生
ず

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
特
に
「
兼
業
・

副
業
の
場
合
に
お
け
る
総
労
働
時
間
の

把
握
や
雇
用
保
険
の
適
用
関
係
な
ど
、

兼
業
・
副
業
に
必
要
な
環
境
整
備
に
つ

い
て
検
討
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
示

す
べ
き
」
と
の
方
向
が
示
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
紹
介
さ
れ
た
企
業
の
事
例

と
し
て
、
Ａ
製
薬
は
二
〇
一
六
年
二
月
、

よ
り
社
会
へ
貢
献
し
自
分
を
磨
く
た
め

の
働
き
方
を
可
能
と
す
る
と
し
て
、
①

「
社
外
チ
ャ
レ
ン
ジ
ワ
ー
ク
制
度
」

（
土
・
日
・
祝
・
終
業
後
に
収
入
を
伴

っ
た
仕
事
に
就
業
す
る
こ
と
（
兼
業
）

を
認
め
る
も
の
）、
②
「
社
内
ダ
ブ
ル

ジ
ョ
ブ
制
度
」（
複
数
部
門
・
部
署
を

担
当
で
き
る
制
度
）
を
導
入
し
て
い
る

と
か
、
個
人
の
ス
キ
ル
を
活
か
し
自
宅

や
空
き
時
間
で
働
き
た
い
個
人
と
、
業

務
委
託
し
た
い
企
業
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
経
由
で

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
「
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ

ン
グ
」
が
拡
大
し
て
お
り
、
現
在
の
主

な
業
務
内
容
は
デ
ザ
イ
ン
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
な
ど

で
、
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
二
〇
一

三
年
か
ら
五
年
で
市
場
規
模
が
八
倍

（
一
八
〇
〇
億
円
弱
）
に
成
長
す
る
見

込
み
と
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
い
か
に
「
六
〇
〇
兆
円
経

済
の
実
現
」
を
目
指
す
と
は
い
え
、
兼

業
や
副
業
を
奨
励
し
、
促
進
す
る
政
策

は
、
か
え
っ
て
「
労
働
時
間
の
短
縮
」、

「
長
時
間
労
働
の
抑
制
」、「
有
給
休
暇

の
取
得
促
進
」
等
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
や
健
康
管
理
の
充
実
と
い
っ
た

時
代
の
方
向
に
反
す
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

7

経
済
財
政
諮
問
会
議
提
言
の

兼
業
・
副
業
を
可
能
と
し
て

も
ア
ル
バ
イ
ト
的
な
も
の
に

限
る
べ
き

従
来
の
判
例
で
も
、
会
社
の
職
場
秩

序
に
影
響
せ
ず
、
会
社
に
対
す
る
労
務

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
一
一
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
２５
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�
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の
提
供
に
各
別
の
支
障
を
生
ぜ
し
め
な

い
程
度
・
態
様
の
も
の
に
つ
い
て
は
禁

止
の
違
反
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
以
下
そ
の
よ
う
な

判
例
を
紹
介
す
る
。

㈠
新
聞
販
売
店
業
務
に
従
事
し
た
タ
ク

シ
ー
運
転
手
に
対
す
る
兼
業
禁
止
違

反
を
理
由
の
懲
戒
解
雇
が
無
効
と
さ

れ
た
例

本
件
は
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
と
し
て

勤
務
し
な
が
ら
、
父
親
経
営
の
新
聞
販

売
店
の
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
が
就
業

規
則
上
の
兼
業
禁
止
規
定
に
違
反
す
る

と
し
て
な
さ
れ
た
懲
戒
解
雇
の
効
力
が

争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
判
決
は
こ

れ
を
無
効
な
も
の
と
判
示
し
た
。

す
な
わ
ち
、「
①
債
務
者
会
社
に
お

け
る
就
業
規
則
三
五
条
一
九
項
の
会
社

の
許
可
な
く
臨
時
又
は
常
傭
を
問
わ
ず

他
に
雇
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
い
う
兼
職

禁
止
規
定
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
一

般
に
、
労
働
者
は
労
働
契
約
に
定
め
ら

れ
た
時
間
、
場
所
に
お
い
て
、
契
約
に

定
め
ら
れ
た
労
働
を
提
供
す
る
義
務
が

あ
る
が
、
時
間
外
に
お
い
て
は
、
特
約

な
き
限
り
他
の
者
の
た
め
に
働
い
て
は

な
ら
な
い
義
務
は
な
い
こ
と
、
債
務
者

会
社
の
右
就
業
規
則
に
お
い
て
は
、
兼

職
禁
止
規
定
違
反
の
制
裁
は
、
懲
戒
解

雇
と
い
う
重
い
処
分
の
み
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
に
照
ら
す
と
、
右
兼
職
禁

止
規
定
に
違
反
す
る
の
は
、
会
社
の
企

業
秩
序
を
乱
し
、
会
社
に
対
す
る
労
務

の
提
供
に
格
別
の
支
障
を
来
た
す
程
度

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。

右
の
解
釈
を
前
提
に
本
件
に
つ
き
み

る
に
、
債
権
者
の
新
聞
販
売
店
業
務
は
、

債
権
者
自
身
は
新
聞
販
売
店
経
営
を
父

親
か
ら
引
き
継
ぐ
意
思
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
配
達
、
集
金
業
務
を
安
心
し
て

任
せ
ら
れ
る
者
が
他
に
い
な
い
と
し
て

債
権
者
の
父
親
か
ら
配
達
、
集
金
の
手

伝
い
を
強
く
懇
請
さ
れ
た
経
緯
な
ど
か

ら
見
て
、
単
に
一
時
的
な
手
助
け
を
超

え
て
、
相
当
期
間
継
続
し
て
従
事
す
る

前
提
の
も
と
に
従
事
し
て
い
た
も
の
で

あ
る
。

し
か
し
一
方
、
前
記
認
定
の
よ
う
に
、

新
聞
販
売
店
の
実
質
上
の
経
営
者
は
債

権
者
の
父
親
で
あ
り
、
債
権
者
が
新
聞

販
売
業
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
動

機
は
高
齢
の
父
親
か
ら
の
懇
情
で
や
む

を
得
ず
引
き
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と

や
、
こ
の
時
期
債
権
者
が
従
事
し
た
時

間
は
、
乗
務
日
に
お
い
て
は
債
務
者
会

社
に
お
け
る
所
定
始
業
時
刻
で
あ
る
午

前
七
時
三
〇
分（
就
業
規
則
第
一
四
条
）

よ
り
前
の
約
二
時
間
で
あ
り
、
月
収
も

六
万
円
と
比
較
的
低
額
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
に
照
ら
す
と
、
債
権
者
の
こ
の
時

期
の
新
聞
販
売
業
務
は
、
い
ま
だ
、
債

務
者
会
社
へ
の
労
務
の
提
供
に
格
別
支

障
を
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
も
の
と
認

め
ら
れ
る
か
ら
、
兼
職
禁
止
規
定
に
違

反
す
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。②

同
年
一
一
月
か
ら
昭
和
五
六
年
三

月
ま
で
の
新
聞
販
売
業
務
に
つ
い
て

前
記
認
定
の
よ
う
に
、
債
権
者
は
、

こ
の
時
期
に
は
、
通
常
の
始
業
時
間
よ

り
早
く
、
午
前
四
時
三
〇
分
に
タ
ク
シ

ー
を
出
庫
さ
せ
て
新
聞
販
売
に
従
事
し

て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
債
務
者
会
社

で
は
、
い
わ
ゆ
る
三
六
協
定
で
三
時
間

の
時
間
外
超
過
勤
務
を
取
り
極
め
て
お

り
、
右
午
前
四
時
三
〇
分
か
ら
の
出
庫

は
、
勤
務
時
間
と
し
て
認
め
ら
れ
る
趣

旨
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

債
権
者
が
、
午
前
四
時
三
〇
分
に
出
庫

さ
せ
て
後
新
聞
配
達
に
従
事
し
て
い
た

の
は
、
債
務
者
会
社
の
勤
務
時
間
内
で

あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
こ
の
時
期
の
月
収
は
一
五
万

円
で
あ
り
、
こ
の
額
は
、
債
権
者
の
債

務
者
会
社
に
お
け
る
運
収
と
比
較
し
て

も
、
勤
務
時
間
に
比
し
て
か
な
り
の
高

額
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
時
期
の
債
権
者
の
新

聞
販
売
行
為
に
つ
い
て
は
債
務
者
は
許

可
を
与
え
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
。

右
各
事
実
を
総
合
す
れ
ば
、
こ
の
時

期
の
債
権
者
の
新
聞
販
売
業
へ
の
従
事

に
は
債
務
者
会
社
の
許
可
が
な
く
、
し

か
も
人
業
秩
序
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
労

務
の
提
供
に
支
障
を
来
た
す
程
度
に
達

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
兼
職

禁
止
規
定
に
該
当
す
る
も
の
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。」
と
兼
業
禁
止
義
務
違
反

に
あ
た
る
こ
と
は
認
定
し
た
。

「
③
そ
こ
で
次
に
、
債
権
者
の
新
聞

販
売
店
従
事
を
理
由
と
す
る
懲
戒
解
雇

が
、
解
雇
権
の
濫
用
か
否
か
に
つ
き
判

断
す
る
。」
と
し
、「
債
務
者
会
社
に
は
、

本
件
懲
戒
解
雇
の
こ
ろ
に
お
い
て
、
乗

務
員
中
一
三
な
い
し
一
四
名
の
者
が
債

務
者
会
社
の
タ
ク
シ
ー
乗
務
以
外
の
仕

事
に
よ
り
収
入
を
得
て
お
り
、
そ
の
職

種
は
自
宅
に
お
け
る
縫
製
、
車
両
荷
上

げ
、
自
営
業
な
ど
数
種
に
わ
た
る
こ
と
、

本
件
懲
戒
解
雇
の
通
知
の
な
さ
れ
た
昭

和
五
六
年
四
月
中
旬
当
時
は
、
す
で
に

債
権
者
は
新
聞
販
売
業
務
を
や
め
て
い

た
こ
と
、
懲
戒
解
雇
さ
れ
た
者
に
つ
い

て
は
、
福
岡
市
乗
用
自
動
車
協
同
組
合

（
市
乗
協
）
の
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
リ

ス
ト
に
掲
げ
ら
れ
、
再
び
同
業
務
に
就

職
す
る
こ
と
は
著
し
く
困
難
と
な
る
こ

と
、
債
務
者
会
社
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手

が
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
に
よ
り
逮
捕

さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
、
こ
れ
に

よ
り
債
務
者
会
社
は
、
行
政
処
分
を
受

け
た
ほ
か
そ
の
社
会
的
信
用
も
低
下
し
、

売
上
げ
も
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
従
業
員
が
刑
事

事
件
を
起
こ
す
こ
と
に
神
経
質
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、

こ
れ
に
前
記
の
事
実
を
併
せ
る
と
、
債

務
者
会
社
は
、
債
権
者
が
新
聞
配
達
等

に
よ
り
、
月
一
五
万
円
の
収
入
を
得
て

い
た
旨
の
証
明
書
を
提
出
し
、
休
業
損

害
保
険
金
の
支
払
を
受
け
よ
う
と
し
た

こ
と
を
も
っ
て
、
保
険
金
詐
欺
で
は
な

い
か
と
疑
い
、
従
業
員
の
刑
事
事
件
を

お
そ
れ
る
の
あ
ま
り
過
激
に
反
応
し
た

結
果
が
本
件
懲
戒
解
雇
で
は
な
か
っ
た

か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
事
実
に
、
債
権
者
が
新
聞
配

達
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ
り
、
債
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務
者
の
営
業
、
業
務
管
理
等
に
具
体
的

な
悪
影
響
を
与
え
た
旨
の
疎
明
の
な
い

こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
債
権
者
の
こ

の
時
期
の
新
聞
販
売
業
へ
の
従
事
が
、

兼
職
禁
止
規
定
に
該
当
す
る
と
し
て
も
、

こ
れ
を
理
由
に
懲
戒
解
雇
ま
で
す
る
こ

と
は
、
債
権
者
の
蒙
る
不
利
益
が
著
し

く
大
き
く
、
解
雇
権
の
濫
用
と
し
て
許

さ
れ
な
い
と
こ
ろ
と
い
う
ベ
き
で
あ

る
。」（
昭
和
五
九
年
一
月
二
〇
日
福
岡

地
裁
判
決
、
国
際
タ
ク
シ
ー
事
件
、
労

判
四
二
九
号
六
四
頁
）

㈡
ア
ル
バ
イ
ト
行
為
を
理
由
と
す
る
解

雇
が
無
効
と
さ
れ
た
例

本
件
は
、
従
業
員
の
ア
ル
バ
イ
ト
行

為
を
理
由
と
し
た
懲
戒
解
雇
も
し
く
は

普
通
解
雇
の
有
効
性
が
問
わ
れ
た
事
案

で
あ
る
。
被
告
は
、
貨
物
運
送
を
業
と

す
る
株
式
会
社
で
あ
り
、
原
告
ら
の
業

務
は
、
松
下
電
器
の
家
電
製
品
を
各
小

売
店
に
配
送
す
る
業
務
で
あ
っ
た
。
被

告
は
、
原
告
ら
が
頻
繁
に
運
送
先
の
小

売
店
か
ら
家
電
製
品
の
払
い
下
げ
を
受

け
て
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
で
代
価
を

得
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
従

業
員
の
職
務
専
念
義
務
に
違
反
す
る
と

し
て
原
告
ら
に
懲
戒
解
雇
の
意
思
表
示

を
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
次

の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
原
告
ら
は
、
本
件
ア
ル
バ
イ
ト
行

為
に
つ
き
、
被
告
設
立
後
、
い
ず
れ
も

年
間
一
、
二
回
程
度
こ
れ
を
行
っ
て
い

た
こ
と
を
自
認
す
る
。

一
方
、
被
告
は
、
被
告
が
原
告
ら
の

本
件
ア
ル
バ
イ
ト
行
為
を
頻
繁
に
行
っ

て
い
た
こ
と
の
根
拠
と
し
て
、
本
件
ノ

ー
ト
を
挙
げ
る
。」
が
、「
原
告
ら
が
本

件
ア
ル
バ
イ
ト
行
為
を
頻
繁
に
行
っ
て

い
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
ノ
ー
ト
の
記
載

を
も
っ
て
、
原
告
ら
が
本
件
ア
ル
バ
イ

ト
行
為
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
た
こ
と
の

証
左
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。」
と
さ
れ
た
。

「
以
上
か
ら
す
れ
ば
、
原
告
ら
の
本

件
ア
ル
バ
イ
ト
行
為
の
頻
度
に
つ
い
て

は
、
被
告
設
立
後
い
ず
れ
も
年
間
一
、

二
回
程
度
こ
れ
を
行
っ
て
い
た
こ
と
の

限
り
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
原

告
ら
が
頻
繁
に
本
件
ア
ル
バ
イ
ト
行
為

を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
は

で
き
ず
、
他
に
こ
れ
を
認
め
る
に
足
り

る
証
拠
は
な
い
。」、「
そ
し
て
、
被
告

は
、
本
件
ノ
ー
ト
を
入
手
し
、
原
告
ら

が
本
件
ア
ル
バ
イ
ト
行
為
を
頻
繁
に
行

っ
て
い
た
と
認
識
し
た
後
に
、
原
告
ら

に
対
し
て
そ
の
事
実
関
係
を
確
認
す
る

こ
と
な
く
本
件
各
解
雇
に
至
っ
て
い
る

こ
と
を
も
併
せ
考
え
れ
ば
、
本
件
各
解

雇
は
、
十
分
な
根
拠
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
た
解
雇
で
は
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

さ
ら
に
、
原
告
ら
が
行
っ
た
本
件
ア

ル
バ
イ
ト
行
為
の
回
数
が
年
間
二
、
三

回
程
度
の
限
り
で
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ

な
い
こ
と
、
弁
論
の
全
趣
旨
を
併
せ
考

え
れ
ば
、
原
告
ら
の
こ
の
よ
う
な
行
為

に
よ
っ
て
被
告
の
業
務
に
具
体
的
に
支

障
を
来
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
、

原
告
ら
は
自
ら
の
こ
の
よ
う
な
行
為
に

つ
い
て
代
表
者
が
許
可
、
あ
る
い
は
少

な
く
と
も
黙
認
し
て
い
る
と
の
認
識
を

有
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、

原
告
ら
が
職
務
専
念
義
務
に
違
反
し
、

あ
る
い
は
、
被
告
と
の
間
の
信
頼
関
係

を
破
壊
し
た
と
ま
で
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
。」
と
し
、
本
件
解
雇
は
解
雇
権

の
濫
用
に
当
た
り
、
無
効
で
あ
る
（
平

成
一
三
・
六
・
五
東
京
地
裁
判
決
、
十

和
田
運
輸
事
件
、
労
経
速
一
七
七
九
号

二
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

安
倍
首
相
が
今
年
度
の
施
政
方
針
と
し
て
、

重
要
政
策
の
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
に
関
し

て
、「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
実
現
の
方

向
を
目
指
す
旨
発
言
し
、
こ
の
問
題
が
各
方

面
に
広
が
っ
て
い
る
。
厚
労
省
で
は
、
専
門

家
に
よ
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
具
体
案
作

り
に
着
手
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
と
は
、

「
同
じ
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
労
働
者
に
つ

い
て
は
、
同
じ
賃
金
を
支
払
う
べ
き
だ
」
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
よ
う
に

単
純
で
な
い
複
雑
な
問
題

が
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
わ
が
国

の
賃
金
は
、
従
来
か
ら
勤

続
に
応
じ
る
年
功
賃
金
制

度
が
と
ら
れ
て
い
る
。
同

じ
仕
事
で
も
勤
続
の
長
い

人
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
も
あ
り
、
判
例
上
は
、「
わ
が
国
に
お

い
て
は
、
未
だ
、
長
期
雇
用
が
予
定
さ
れ
て

い
る
労
働
者
と
短
期
雇
用
が
予
定
さ
れ
て
い

る
有
期
雇
用
労
働
者
と
の
間
に
単
純
に
同
一

労
働
同
一
賃
金
原
則
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る

こ
と
が
公
の
秩
序
と
な
っ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
。」、
賃
金
は
「
年
齢
、
学
歴
、
勤
続
年

数
、
企
業
貢
献
度
、
労
働
者
の
勤
労
意
欲
の

喚
起
等
が
考
慮
さ
れ
、
当
該
労
働
者
に
対
す

る
将
来
の
期
待
を
含
め
て
決
定
さ
れ
て
い

る
。」（
平
二
〇
・
一
二
・
二
五
東
京
地
裁
判

決
、
立
教
女
子
学
院
事
件
ほ
か
）
と
さ
れ
て

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
の
適
用
は
否
定

さ
れ
て
き
た
。

同
一
労
働
と
は
、
労
働
の
対
価
の
決
定
方

法
で
あ
る
か
ら
、
同
一
価
値
の
労
働
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
単
純
に
組
立
工
、

秘
書
、
調
理
人
と
い
っ
た
同
じ
仕
事
な
ら
同

じ
賃
金
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
で
は
は
っ
き
り
と
し
た
職
務
評
価
制

度
が
確
立
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス

の
製
造
業
で
は
、
そ
の
細
目
と
し
て
、
技
能

（
教
育
、
訓
練
、
資
格
、
創
意
工
夫
）、
努

力
（
肉
体
的
、
精
神
的
、
視
覚
的
努
力
）、

責
任
（
機
器
・
生
産
工
程
へ
の
責
任
、
安
全

へ
の
責
任
、
他
の
労
働
者
へ
の
責
任
）、
作

業
条
件
（
作
業
環
境
、
危
険
の
程
度
）
等
で

あ
る
。
そ
し
て
、
同
じ
地
域
で
あ
れ
ば
、
会

社
を
問
わ
な
い
横
断
的
賃
金
と
な
っ
て
い
る
。

わ
が
国
で
は
こ
の
「
同
一
価
値
労
働
同
一

賃
金
の
原
則
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
何

を
も
っ
て
同
一
の
労
働
価
値
と
す
る
か
に
つ

い
て
は
多
様
な
意
見
が
あ
り
、
ど
う
ま
と
め

る
か
問
題
で
あ
る
。

経
団
連
の
考
え
方
で
は
、
同
一
価
値
と
は
、

職
務
遂
行
能
力
、
責
任
と
権
限
、
キ
ャ
リ
ア
、

意
欲
等
を
職
務
評
価
を
基
準
と
す
べ
き
と
主

張
し
、
労
働
組
合
の
連
合
で
は
転
勤
等
の
配

置
変
更
や
専
門
的
知
識
等
も
含
む
職
務
内
容

を
も
っ
て
判
断
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
の
年
齢
、
勤
続
、
学
歴
と
い
う

年
功
的
賃
金
要
素
を
ど
う
す
る
か
と
の
基
本

問
題
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
現
在
の
同
一
労

働
同
一
賃
金
の
問
題
は
、
正
規
社
員
と
非
正

規
社
員
と
い
っ
た
雇
用
形
態
に
よ
る
賃
金
格

差
の
是
正
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、
同
じ

会
社
の
中
で
の
比
較
を
前
提
と
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
結
局
、
現
行
の
パ
ー
ト

労
働
法
第
九
条
の
「
当
該
事
業
所
に
お
け
る

慣
行
そ
の
他
の
事
情
か
ら
み
て
、
そ
の
職
務

の
内
容
、
配
置
の
変
更
の
同
一
範
囲
で
変
更

が
見
込
ま
れ
る
」
通
常
労
働
者
と
の
比
較
に

よ
る
職
務
内
容
同
一
の
「
短
時
間
労
働
者
で

あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
賃
金
の
差
別
の
禁

止
」
規
定
を
他
の
非
正
規
労
働
者
に
拡
大
し

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

同
一
労
働
同
一
賃
金

弁
護
士

安
西

�
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ア
ジ
ア
経
済
の
展
望
や
ア
ジ
ア

開
発
銀
行
の
取
り
組
み
聞
く

―
中
尾
Ａ
Ｄ
Ｂ
総
裁
が
講
演
／

ア
ジ
ア
・
大
洋
州地

域
委
員
会

経
団
連
は
3
月
24
日
、
都
内
で
ア
ジ

ア
・
大
洋
州
地
域
委
員
会
（
伊
藤
雅
俊

委
員
長
、
江
頭
敏
明
委
員
長
）
を
開
催

し
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
の

中
尾
武
彦
総
裁
か
ら
ア
ジ
ア
地
域
の
経

済
展
望
や
今
後
の
発
展
に
必
要
な
政
策
、

Ａ
Ｄ
Ｂ
の
最
近
の
取
り
組
み
、
日
本
企

業
に
期
待
さ
れ
る
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、

説
明
を
聞
い
た
。
講
演
の
概
要
は
次
の

と
お
り
。

■
ア
ジ
ア
経
済
の
展
望

世
界
金
融
危
機
以
降
も
、
ア
ジ
ア
の

途
上
国
は
年
率
6
％
程
度
の
高
い
成
長

率
を
維
持
し
て
き
た
。
中
国
は
、
確
か

に
、
労
働
人
口
の
減
少
と
賃
金
上
昇
、

先
進
国
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
縮
小
、
資
源

多
消
費
型
の
投
資
に
偏
っ
た
成
長
か
ら

よ
り
調
和
の
取
れ
た
成
長
を
目
指
す
政

策
な
ど
の
構
造
的
な
変
化
と
、
こ
こ
数

年
間
の
投
資
ブ
ー
ム
の
調
整
局
面
が
あ

い
ま
っ
て
減
速
し
て
い
る
。
し
か
し
、

イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ベ
ト
ナ

ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
は
従
来
に
も
増

トップアスリート支援に関するアンケート調査結果
□調査期間 平成28年1月12日～2月5日
□有効回数 調査対象 550社 有効回答数 59社 回収率 10．7％

問1「アスリートの支援に興味があるか」
興味がある 17（28．8％） 興味がない 42（71．2％）

問2「どのような観点からアスリート支援に興味があるか」（複数回答）
ブランド向上 CSR 社内一体感醸成 その他
13（39．4％） 11（33．3％） 8（24．2％） 1（3．0％）

問3「どのようなアスリート支援に興味があるか」（複数回答）
実業団チームの
保有・運営

選手・チームに対する
自社施設等の利用提供

スポンサーとして
競技活動支援 社員としての雇用

1（4．0％） 1（4．0％） 8（32．0％） 15（60．0％）

問4「アスリート社員の採用についてどのように考えていますか」

直ぐにでも採用したい 条件が合えば採用したい 説明会があれば参加し
検討材料としたい

社員としての採用は
考えていない

0（0．0％） 5（29．4％） 9（52．9％） 3（17．6％）

問5「採用検討する場合、雇用条件としてはどのような点を重視しますか」（複数回答）
雇用形態 給与水準 勤務スケジュール 競技活動費の企業負担額 その他
6（20．7％） 6（20．7％） 7（24．1％） 8（27．6％） 2（6．9％）

※その他：「引退後の職場での活躍」、「本人の能力、志、性格、態度」

問6「採用するとしたらどのような競技のアスリートがよいと考えますか」（複数回答）
オリンピック夏季競技 オリンピック冬季競技 パラリンピック競技 その他の競技

7（31．8％） 7（31．8％） 5（22．7％） 3（13．6％）
※その他：「マイナーな競技」、「特に強い希望はなく全て検討」、「女子7人制ラグビー」

問7「採用するとしたらどのようなレベルのアスリートがよいと考えますか」
オリンピック・世界選手権入賞レベル 2（12．5％） 日本選手権入賞レベル 4（25．0％）
オリンピック・世界選手権出場レベル 3（18．8％） 日本選手権出場レベル 3（18．8％）
日本選手権優勝レベル 2（12．5％） その他 2（12．5％）
※その他：「人一倍努力している人」、「全て検討」

経経団団連連のの活活動動・・提提言言ななどど
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し
て
7
〜
8
％
と
力
強
く
成
長
し
て
い

る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
、
資
源
価
格
低

下
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
今
年
は

5
％
を
超
え
る
成
長
が
見
込
ま
れ
る
。

ア
ジ
ア
の
途
上
国
で
は
、
1
9
7
0

〜
80
年
代
ま
で
は
、
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム

な
ど
中
央
計
画
経
済
以
外
の
国
で
も
、

社
会
主
義
的
・
反
植
民
地
主
義
的
な
立

場
か
ら
輸
入
代
替
的
・
保
護
主
義
的
な
、

あ
る
い
は
国
営
企
業
を
中
心
と
す
る
経

済
政
策
を
運
営
す
る
傾
向
が
強
く
、
発

展
を
損
ね
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

は
、
多
く
の
国
で
開
放
的
で
市
場
重
視

型
の
政
策
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

が
成
長
の
基
盤
を
つ
く
っ
て
い
る
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ョ
コ
・
ウ
ィ
ド
ド
大

統
領
や
イ
ン
ド
の
モ
デ
ィ
首
相
に
も
2

回
ず
つ
面
会
し
た
が
、
改
革
へ
の
強
い

意
志
を
感
じ
る
。

ア
ジ
ア
の
国
々
は
中
南
米
、
中
東
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
他
の
地

域
に
比
し
て
、
マ
ク
ロ
経
済
が
安
定
し

て
い
る
こ
と
も
大
き
い
。
経
済
発
展
の

条
件
と
し
て
こ
の
ほ
か
に
政
治
の
安
定
、

イ
ン
フ
ラ
や
教
育
へ
の
投
資
、
政
府
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
善
、
治
安
の
安
定
、

周
辺
国
と
の
良
好
な
関
係
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、
ア
ジ
ア
地
域
で
は
こ
う
し

た
条
件
が
比
較
的
そ
ろ
っ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
は
も
っ
と

必
要
だ
。

85
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
、
東
南
ア

ジ
ア
に
対
す
る
日
本
か
ら
の
直
接
投
資

が
増
加
し
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
が
構

築
さ
れ
た
こ
と
が
地
域
の
成
長
加
速
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
や
Ａ
Ｄ

Ｂ
な
ど
を
通
じ
た
開
発
支
援
に
加
え
、

民
間
企
業
が
貿
易
や
投
資
を
通
じ
て
、

誠
実
に
仕
事
を
し
て
き
た
こ
と
で
日
本

に
対
す
る
信
用
が
構
築
さ
れ
、
同
時
に

ア
ジ
ア
の
成
長
に
役
立
っ
て
き
た
と
思

う
。
短
期
的
な
む
き
出
し
の
国
益
で
は

な
く
、
ア
ジ
ア
の
発
展
と
安
定
こ
そ
が

日
本
の
繁
栄
と
平
和
に
資
す
る
と
い
う
、

相
手
の
立
場
に
も
立
っ
た
長
期
的
な
関

与
の
姿
勢
が
各
国
に
評
価
さ
れ
て
い
る

と
感
じ
る
。

■
Ａ
Ｄ
Ｂ
の
役
割

Ａ
Ｄ
Ｂ
の
主
な
業
務
は
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
の
途
上
国
に
対
す
る
融
資
、
グ

ラ
ン
ト（
無
償
支
援
）、
技
術
支
援
を
行

う
こ
と
で
あ
る
。
融
資
に
は
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ

（O
rdinary

Capital
Resources

�
通
常
資
本
財
源
）
お
よ
び
Ａ
Ｄ
Ｆ

（A
sian

D
evelopm

ent
Fund

�

ア
ジ
ア
開
発
基
金
）
が
あ
り
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ

は
中
所
得
国
向
け
に
準
市
場
金
利
に
よ

る
融
資
を
、
Ａ
Ｄ
Ｆ
は
低
所
得
国
向
け

に
超
長
期
・
超
低
利
の
融
資
と
無
償
支

援
を
行
う
。
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
、
こ
れ

ま
で
日
本
は
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

Ａ
Ｄ
Ｂ
の
昨
年
の
資
金
供
与
承
認
額

は
1
6
0
億
ド
ル
以
上
に
上
る
が
、
ア

ジ
ア
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
需
要

は
膨
大
で
あ
り
、
各
国
政
府
自
体
の
財

政
資
金
、
内
外
の
民
間
資
金
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の
円
借
款
な
ど

各
国
か
ら
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
Ａ
Ｄ
Ｂ
の
よ
う

な
開
発
金
融
機
関
を
含
め
、
さ
ら
な
る

資
金
を
動
員
す
る
必
要
が
あ
る
。
高
い

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
イ
ン

フ
ラ
投
資
銀
行
（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）
と
は
、

Ａ
Ｄ
Ｂ
の
有
す
る
知
見
、
50
年
に
わ
た

る
経
験
を
活
用
し
な
が
ら
協
力
し
て
い

く
。
ジ
ン
総
裁
と
は
昨
年
以
来
す
で
に

何
度
も
話
を
し
、
環
境
・
社
会
配
慮
や

公
平
で
競
争
的
な
調
達
の
重
要
性
に
つ

い
て
も
合
意
し
て
い
る
。

今
後
Ａ
Ｄ
Ｂ
は
、
貸
付
能
力
の
拡
大
、

新
設
し
た
官
民
連
携
局
の
強
化
、
セ
ク

タ
ー
や
テ
ー
マ
ご
と
の
専
門
性
の
強
化
、

煩
雑
す
ぎ
る
手
続
き
の
合
理
化
、
29
あ

る
各
国
事
務
所
へ
の
権
限
委
譲
な
ど
、

自
身
の
改
革
を
進
め
、
気
候
変
動
、
災

害
対
策
、
民
間
部
門
促
進
を
は
じ
め
、

変
容
す
る
ア
ジ
ア
大
洋
州
地
域
の
課
題

に
対
応
し
て
い
く
。

日
本
か
ら
の
協
力
も
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
化
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｄ
Ｂ
の
新
設

す
る
信
託
基
金
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
の
15

億
ド
ル
の
出
資
を
受
け
、
こ
れ
に
Ａ
Ｄ

Ｂ
自
身
の
資
金
も
加
え
て
、
ア
ジ
ア
各

国
で
の
民
間
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

支
援
す
る
仕
組
み
を
新
た
に
設
け
た
。

日
本
は
66
年
の
発
足
時
か
ら
、
他
の
ア

ジ
ア
諸
国
、
米
国
と
と
も
に
、
Ａ
Ｄ
Ｂ

を
支
え
て
き
た
。
専
門
職
員
約
1
1
0

0
人
の
う
ち
、
日
本
人
は
1
5
2
人
で

最
も
多
い
。
出
身
は
世
界
銀
行
、
国
連

機
関
、
民
間
銀
行
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｊ
Ｂ

Ｉ
Ｃ
（
国
際
協
力
銀
行
）、
農
林
水
産

省
や
国
土
交
通
省
、
電
力
会
社
、
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
な
ど
で
、
専
門
も

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
弁
護

士
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
う
ち
女

性
も
45
人
が
活
躍
し
て
い
る
。

Ａ
Ｄ
Ｂ
が
実
施
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
い
て
は
、
よ
り
先
進
的
な
技
術
を

で
き
る
だ
け
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
Ａ
Ｄ
Ｂ
は
毎
年
の
新
規

貸
付
能
力
を
2
0
1
4
年
の
1
3
0
億

ド
ル
か
ら
20
年
ま
で
に
2
0
0
億
ド
ル

に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
で
も
各
国

の
イ
ン
フ
ラ
資
金
需
要
か
ら
み
れ
ば
限

ら
れ
た
も
の
だ
。
質
の
高
い
、
先
進
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
モ
デ
ル

と
な
り
、
開
発
効
果
を
高
め
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
技
術

を
持
つ
民
間
企
業
の
関
与
が
不
可
欠
だ
。

競
争
入
札
時
に
品
質
や
先
進
性
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
費
用
を
含
め
た
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
全
体
を
通
じ
て
の
コ
ス
ト
な
ど
技

術
的
要
素
の
評
価
を
高
め
る
こ
と
や
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ザ
イ
ン
段
階
か
ら

ス
ペ
ッ
ク
の
基
準
を
高
め
に
見
直
す
こ

と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

高
い
能
力
と
経
験
を
有
す
る
専
門
家

の
採
用
に
つ
い
て
も
新
た
に
特
別
枠
を

設
け
、
日
本
、
米
国
、
韓
国
、
欧
州
な

ど
先
進
技
術
を
持
つ
各
国
に
呼
び
か
け

つ
つ
あ
る
。
す
で
に
Ａ
Ｄ
Ｂ
の
人
事
予

算
局
長
が
経
団
連
で
話
し
た
と
お
り
、

特
に
、
鉄
道
、
水
管
理
、
ス
マ
ー
ト
グ

リ
ッ
ド
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
で
は
、

期
限
付
き
雇
用
、
出
向
も
含
め
専
門
性

の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
の
増
強
を
図
り
た
い

の
で
、
日
本
企
業
に
も
ぜ
ひ
協
力
し
て

ほ
し
い
。

Ａ
Ｄ
Ｂ
は
霞
ヶ
関
に
事
務
所
を
持
っ

て
い
る
の
で
、
本
日
も
出
席
し
て
い
る

玉
置
所
長
に
何
か
あ
れ
ば
問
い
合
わ
せ

て
ほ
し
い
。

（
出
所
�
経
団
連
タ
イ
ム
ス

2
0
1

6
年
4
月
7
日
号
）
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三
月
二
八
日
〜
五
月
一
二
日

◆
三
・
二
八

第
二
一
回
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
「
企
業
倫
理
〜
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
超
え
て
」（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
三
〇

第
五
回
人
事
労
務

委
員
会
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

直
前
実
務
・
実
践
説
明
会
」（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
四

新
入
社
員
研
修
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
八

第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
で
拓
く
次
世
代
ビ
ジ
ネ
ス
〜

Ｉ
ｏ
Ｔ
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
定
義

す
る
」（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
一
三

第
二
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
「
主
体
的
に
動
く
組
織

を
創
る
」
講
演
・
コ
ー
チ
ン
グ

体
感
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
交
流
会（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
一
八

理
事
会
・
幹
事
会
・

特
別
講
演
会
「
習
近
平
の
中
国

と
今
後
の
日
本
の
対
応
」・
懇

親
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
四
・
二
一

埼
玉
県
産
業
労
働

部
主
要
施
策
説
明
会
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
二
七

第
一
回
介
護
ビ
ジ

ネ
ス
研
究
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
五
・
一
二

平
成
二
七
年
度
定

時
総
会（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

▼
関
東
で
は
桜
も
満
開
と
な
り
、
一
人
の
新

入
社
員
を
迎
え
た
企
業
や
数
千
人
の
新
人
入

社
式
を
行
な
っ
た
企
業
な
ど
の
様
相
を
Ｔ
Ｖ

が
報
道
し
て
い
た
。
毎
年
恒
例
と
な

っ
て
い
る
「
今
年
の
新
入
社
員
の
タ

イ
プ
」
を
、
生
産
性
本
部
で
は
『
ド

ロ
ー
ン
型
』
と
名
付
け
た
。（
以
下
、

生
産
性
本
部
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

▼
強
い
風
（
就
職
活
動
日
程
や
経
済

状
況
な
ど
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
）

に
あ
お
ら
れ
た
が
、
な
ん
と
か
自
律

飛
行
を
保
ち
、目
標
地
点
に
着
地（
希

望
の
内
定
を
確
保
）
で
き
た
者
が
多

か
っ
た
。
さ
ら
な
る
技
術
革
新
（
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
）
に
よ
っ
て
、
様
々
な

場
面
で
の
貢
献
が
期
待
で
き
る
。
内

外
と
も
に
社
会
の
転
換
期
に
あ
る
た

め
、
世
界
を
広
く
俯
瞰
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
。
な
お
夜
間
飛
行

（
深
夜
残
業
）
や
目
視
外
飛
行
は
規

制
さ
れ
て
お
り
、
ル
ー
ル
を
守
っ
た

運
用
や
使
用
者
の
技
量
（
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
へ
の
配
慮
や
適
性
の
見
極
め
）
も
必

要
。姿

勢
を
自
動
制
御
す
る
機
能
が
進
歩
し
た

た
め
、
特
別
な
専
門
家
で
な
く
て
も
扱
え
、

広
く
普
及
し
始
め
た
ド
ロ
ー
ン
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
飛
行
は
風
に
あ
お
ら
れ
る
と
、

い
さ
さ
か
心
も
と
な
く
見
え
る
時
も
あ
る
。

今
後
の
普
及
や
定
着
を
考
え
る
と
、
さ
ら
な

る
技
術
革
新
（
本
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
）
が

必
要
だ
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
る
頃

に
は
情
報
収
集
、
映
像
制
作
、
警
備
、
輸
送

な
ど
様
々
な
場
面
で
活
用
が
見
込
ま
れ
る
。

転
換
期
に
あ
る
社
会
の
中
で
、
世
界
を
広
く

俯
瞰
で
き
る
よ
う
高
く
飛
び
立
っ
て
ほ
し
い
。

一
方
、
使
用
者
（
上
司
や
先
輩
）
の
操
縦

ミ
ス
や
使
用
法
の
誤
り
に
よ
っ
て
、
機
体
を

傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
、
紛
失（
早
期
離
職
）

の
恐
れ
も
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
も
の
は
充

電
式
な
の
で
、
長
時
間
の
酷
使
に
は
耐
え
な

い
。
夜
間
飛
行
の
禁
止
や
目

視
で
き
る
範
囲
で
操
縦
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル
も

あ
る
た
め
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
ル
ー
ル
を
守
っ
た
運
用

や
一
定
の
技
量
（
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
へ
の
配
慮
や

適
性
の
見
極
め
）
も
要
求
さ

れ
る
。

▼
さ
て
、
こ
の
「
ド
ロ
ー
ン

型
」
新
入
社
員
も
後
5
年
〜

10
年
後
に
は
、
各
企
業
の
中

堅
社
員
と
し
て
は
た
ら
い
て

い
る
と
思
う
が
、
こ
の
よ
う

な
折
に
Ｔ
Ｖ
で
は
「
人
間
の

仕
事
の
50
％
が
器
械
化
さ
れ

る
時
代
に
」
と
の
報
道
が
さ

れ
て
い
た
。
社
員
の
半
数
が

不
要
の
時
代
の
到
来
で
も
あ
る
。
少
子
化
社

会
の
到
来
な
ど
と
は
い
っ
て
ら
れ
な
い
。
業

種
に
よ
っ
て
も
異
な
る
だ
ろ
う
が
、
会
社
組

織
か
ら
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
し
、

使
用
す
る
社
員
も
器
械
類
に
強
く
な
け
れ
ば

な
ど
と
も
考
え
て
し
ま
う
。
ま
た
、
今
後
人

出
を
必
要
と
す
る
業
種
は
介
護
事
業
や
農
業

な
ど
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

第210回

ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！
エッセイスト 和 宮 英 之

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

㈱
ア
イ
ダ
設
計

代
表
取
締
役
社
長

會
田

貞
光

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
二
―

二
八
六

電
話
〇
四
八
―
六
五
〇
―
三
一
八

四（
資
）
二
億
一
千
六
百
三
十
二
万

円（
従
）
一
二
〇
名

不
動
産
業

㈱
赤
熊
不
動
産
鑑
定
所

代
表
取
締
役

赤
熊

正
保

上
尾
市
柏
座
二
―
八
―
一
〇

電
話
〇
四
八
―
七
七
五
―
一
一
五

一（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
一
名

不
動
産
鑑
定

浦
和
商
業
開
発
㈱

代
表
取
締
役
社
長

鈴
木

恒
一

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
一
―
一

二
―
一

電
話
〇
四
八
―
八
二
四
―
五
五
五

五（
資
）
百
万
円

（
従
）
二
〇
名

さ
い
た
ま
市
出
資
団
体
、
商
業
施

設
管
理
・
運
営（
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
）

川
村
建
設
㈱

代
表
取
締
役

川
村

郁
夫

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
四
―

一
九
九
―
六

電
話
〇
四
八
―
六
四
四
―
二
三
一

七（
資
）
二
千
八
百
万
円

（
従
）
七
三
名

総
合
建
設
業
、
ホ
テ
ル
事
業
、
不

動
産
業

㈱
キ
ッ
ト

代
表
取
締
役
社
長

三
浦

大

川
口
市
川
口
五
―
一
一
―
一
九

電
話
〇
四
八
―
二
五
五
―
四
五
八

六（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
三
五
名

回
転
ノ
ズ
ル
、
自
動
洗
浄
シ
ス
テ

ム
、
製
薬
設
備
、
マ
テ
リ
ア
ル
ハ

ン
ド
リ
ン
グ

㈱
ケ
イ
マ
ス

取
締
役
社
長

黒
渕

陽
夫

行
田
市
旭
町
一
四
―
二
四

電
話
〇
四
八
―
五
六
九
―
二
二
五

一（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
五
二
名

段
ボ
ー
ル
及
び
木
製
品
製
造
業

㈱
ゲ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

代
表
取
締
役

天
野

純

さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
落
合
三
―

二
―
一
九

電
話
〇
四
八
―
八
五
七
―
〇
七
一

五（
資
）
一
千
五
十
四
万
円

（
従
）
三
名

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
（
コ
ン
テ
ナ

型
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
）

埼
和
興
産
㈱

代
表
取
締
役

北
濵

雄
嗣

川
口
市
末
広
三
―
一
四
―
一
〇

電
話
〇
四
八
―
二
二
四
―
三
四
九

四（
資
）
五
千
万
円

（
従
）
六
三
名

総
合
建
設
業

サ
カ
エ
ゴ
ム
工
業
㈱

代
表
取
締
役
社
長

田
所

勤

熊
谷
市
妻
沼
二
一
八
一
―
一

電
話
〇
四
八
―
五
八
八
―
一
一
七

五

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
三
〇
名

工
業
用
ゴ
ム
パ
ッ
キ
ン
グ
類
製
造
、

樹
脂
切
削
・
成
型
加
工
、
部
品
搬

送
パ
レ
ッ
ト
用
緩
衝
材
加
工

サ
ン
エ
ー
精
工
㈱

代
表
取
締
役
社
長

藤
田

礼
久

朝
霞
市
浜
崎
一
―
三
―
六

電
話
〇
四
八
―
四
七
六
―
〇
〇
二

〇（
資
）
四
千
二
百
八
十
三
万
円

（
従
）
二
〇
〇
名

医
療
機
器
製
品
製
造
販
売

㈱
信
濃
屋

代
表
取
締
役
社
長

矢
崎

博

さ
い
た
ま
市
北
区
吉
野
町
一
―
三

八
四

電
話
〇
四
八
―
六
六
二
―
四
七
〇

八（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
四
五
名

食
品
加
工
・
卸
売

㈱
大
洋
画
地

代
表
取
締
役

遠
藤

秀
徳

川
口
市
青
木
四
―
七
―
三

電
話
〇
四
八
―
二
五
七
―
一
一
〇

〇（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
五
〇
名

総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

高
田
製
薬
㈱

代
表
取
締
役
社
長

高
田

浩
樹

さ
い
た
ま
市
西
区
宮
前
町
二
〇
三

―
一

電
話
〇
四
八
―
六
二
二
―
二
六
二

六（
資
）
十
億
八
千
八
百
八
十
四
万

円（
従
）
八
五
〇
名

医
療
用
医
薬
品
製
造
販
売

㈱
つ
ば
め
タ
ク
シ
ー

代
表
取
締
役

佐
野

敏
樹

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
本
太
一
―
一

四
―
七

電
話
〇
四
八
―
八
八
二
―
三
三
五

一（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
九
〇
名

一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

（
タ
ク
シ
ー
）

東
京
海
上
キ
ャ
ピ
タ
ル
㈱

取
締
役
社
長

佐
々
木

康
二

千
代
田
区
丸
の
内
一
―
二
―
一
東

京
海
上
日
動
ビ
ル
新
館
6
Ｆ

電
話
〇
三
―
五
二
二
三
―
三
五
一

六（
資
）
四
億
円

（
従
）
一
五
名

投
資
フ
ァ
ン
ド
運
営
管
理

ナ
ビ
ホ
ー
ム
㈱

代
表
取
締
役

湯
浅

博
美

川
口
市
並
木
二
―
一
一
―
一
一

電
話
〇
四
八
―
二
五
五
―
〇
一
〇

一（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
二
〇
名

建
設
業

㈲
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト

代
表
取
締
役

染
谷

次
男

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
土
手
町
一
―

四
六
―
一
―
六
一
五

電
話
〇
四
八
―
六
五
七
―
九
一
三

三（
資
）
三
百
万
円

（
従
）
二
名

社
員
教
育
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業

㈱
丸
沼
倉
庫

代
表
取
締
役

須
崎

勝
茂

朝
霞
市
大
字
上
内
間
木
七
八
九

電
話
〇
四
八
―
四
五
六
―
三
五
〇

二（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
六
名

不
動
産
賃
貸
業

三
喜
工
業
㈱

代
表
取
締
役

丸
山

與
志
雄

中
央
区
日
本
橋
小
舟
町
八
―
六

電
話
〇
三
―
三
六
六
二
―
一
一
四

一（
資
）
八
千
万
円

（
従
）
六
〇
名

家
具
の
製
造
及
び
販
売
、
室
内
装

飾
イ
ン
テ
リ
ア
の
設
計
施
工
、
家

具
関
連
品
の
製
作
販
売

三
菱
電
機
㈱
関
越
支
社

支
社
長

森

日
出
樹

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
一
一

番
地
二
明
治
安
田
生
命
さ
い
た
ま

新
都
心
ビ
ル
34
Ｆ

電
話
〇
四
八
―
六
〇
〇
―
五
七
〇

〇（
資
）
一
千
七
百
五
十
八
億
二
千

七
十
七
万
円

（
従
）
三
二
五
三
四
名

各
種
電
気
機
械
器
具
、
産
業
機
械

器
具
等
の
製
造
・
販
売

〈
代
表
者
変
更
〉

ク
ノ
ー
ル
ブ
レ
ム
ゼ
商
用
車
シ
ス
テ

ム
ジ
ャ
パ
ン
㈱

代
表
取
締
役
社
長

本
田

久
人（
旧

中
村

豊
）

新
電
元
工
業
㈱

代
表
取
締
役
社
長

鈴
木

吉
憲

（
旧

森
川

雅
人
）

㈱
タ
ム
ロ
ン

代
表
取
締
役
社
長

鰺
坂

司
郎

（
旧

小
野

守
男
）

日
本
メ
ッ
ク
ス
㈱
北
関
東
支
店

北
関
東
支
店
長

髙
橋

希
之

（
旧

福
田

孝
男
）

㈱
フ
ジ
タ

関
東
支
店

常
務
執
行
役
員
支
店
長

鈴
木

康
夫

（
旧

支
店
長

村
上

徹
）

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
㈱

専
務
執
行
役
員

吉
瀬

武
尚

（
旧

田
之
頭

泰
彦
）

〈
社
名
変
更
〉

社
会
福
祉
法
人
埼
玉
医
療
福
祉
会
丸

木
記
念
福
祉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

（
旧

社
会
福
祉
法
人
毛
呂
病
院
）

Ｔ
Ｋ
製
薬
㈱

（
旧

㈱
タ
キ
ザ
ワ
漢
方
廠
）

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱
埼
玉

総
支
社

（
旧

東
京
電
力
㈱
埼
玉
総
支
社
）

㈱
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
久
喜

（
旧

㈱
ト
ミ
タ
）

〈
住
所
変
更
〉

㈱
セ
イ
ビ
埼
玉

川
口
市
幸
町
一
―
五
―
二
五

（
旧

川
口
市
幸
町
一
―
三
―
三

一
）
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会員の動き

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
九
二
号

2
0
1
6
年
5
月
12
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一‐

七‐

五‐

八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
一
般
社
団

法

人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

根
岸
茂
文

編
集
人

電
話
〇
四
八‐

六
四
七‐

四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五‐

八‐

三
六

この印刷物は再生紙を使用しています
―32―


